
　

シ
ュ
ー
マ
ン
に
「
歌
の
終
わ
り
に
」

と
い
う
ピ
ア
ノ
曲
が
あ
る
。『
幻
想
小

曲
集
』
作
品
一
二
の
終
曲
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
民
謡
風
の
旋
律
が
賑
や
か
に

繰
り
広
げ
ら
れ
な
が
ら
、
い
つ
し
か

音
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
て
、
や
が

て
馥
郁
た
る
ロ
マ
ン
派
情
緒
の
余
韻

を
漂
わ
せ
つ
つ
、
す
べ
て
は
沈
黙
の

中
へ
消
え
て
い
く
。
こ
れ
に
限
ら
ず

シ
ュ
ー
マ
ン
の
作
品
に
は
「
消
え
て
い

く
終
わ
り
」
が
と
て
も
多
い
の
だ
が
、

作
曲
家
の
最
も
本
質
的
な
特
徴
は「
曲

の
終
わ
り
方
」
に
こ
そ
現
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
、
最
近
よ
く
考
え
る
。

そ
も
そ
も
作
曲
家
は
、「
こ
れ
で
い
い

／
も
う
充
分
だ
」
と
思
っ
た
時
点
で

筆
を
置
く
。
し
か
ら
ば
終
わ
り
に
こ

そ
、
そ
の
世
界
／
人
生
／
作
品
観
が

最
も
端
的
な
形
で
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、

当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

い
く
つ
か
典
型
的
な
例
を
考
え
て

み
る
。『
運
命
』
や
『
第
九
』
に
お

け
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
終
止
は
、

輝
か
し
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
全
面
肯
定

で
あ
る
。
目
標
達
成
！　

―

何
度

も
力
強
く
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
終
止
和

音
は
、
近
代
的
な
右
肩
上
が
り
の
時

間
表
象
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。
で
は
先
に

挙
げ
た
シ
ュ
ー
マ
ン
の
よ
う
な
、「
消

え
る
終
わ
り
」
の
先
駆
例
は
何
か
と

考
え
る
と
、こ
こ
で
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
に
行
き
当
た
る
。
彼
の
最
後
の
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
三
二
番
の
終
楽
章

で
は
、
延
々
と
続
く
ト
リ
ル
が
次
第

に
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
て
、
最
後
に

も
う
一
度
テ
ー
マ
が
こ
だ
ま
し
て
か

ら
す
べ
て
の
音
が
消
え
る
。
こ
れ
は

「
沈
黙
に
帰
依
す
る
終
わ
り
」
で
あ

る
。
そ
し
て
ロ
マ
ン
派
の
作
曲
家
た

ち
は
大
な
り
小
な
り
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が
示
し
た
「
曲
の
終
わ
り
の
二
つ

の
モ
デ
ル
」
の
ど
ち
ら
か
に
、
終
止

の
範
を
求
め
た
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交

響
曲
第
一
番
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
第
四
番
や
第
五
番
は
「
勝
利
型
」。

同
じ
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
で
も
交
響

曲
第
六
番
『
悲
愴
』
は
「
帰
依
型
」。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
『
未
完
成
』
も
同

様
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
的
な
熱
さ
に

距
離
を
と
っ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る

フ
ラ
ン
ス
印
象
派
も
、
少
な
か
ら
ぬ

「
勝
利
型
」
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
書
い
て
い

る
。
特
に
ラ
ヴ
ェ
ル
は
、
ド
イ
ツ
系

の
作
曲
家
に
も
力
負
け
し
な
い
、「
圧

倒
す
る
終
わ
り
」
を
多
く
残
し
て
い

る
。『
ダ
フ
ニ
ス
と
ク
ロ
エ
』
や
ピ
ア

ノ
三
重
奏
な
ど
が
そ
れ
だ
。

　
「
勝
利
型
」
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
あ
る
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
第

四
番
の
、
苦
々
し
く
「
違
う
、
だ
め

だ
…
…
」
と
拒
絶
す
る
身
振
り
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。こ
の「
自
己
否
定
型
」

と
も
い
う
べ
き
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
さ
ら

に
極
端
に
し
た
も
の
と
し
て
、
ハ
ン

マ
ー
の
絶
望
的
な
打
撃
音
で
終
わ
る

マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
六
番
な
ど
も

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
の
交
響
曲
第
七
番
『
グ
レ
ー
ト
』

も
、
随
分
奇
妙
な
終
わ
り
方
で
あ
る
。

「
終
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
終
わ

り
」
と
で
も
い
う
べ
き
か
。
異
様
な

熱
狂
の
中
で
音
楽
は
旋
回
し
始
め
、

停
止
で
き
な
く
な
っ
て
、
ま
る
で
ゼ

ン
マ
イ
が
切
れ
た
よ
う
に
、
ぱ
っ
た

り
と
絶
命
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

「
イ
カ
ル
ス
型
」
と
形
容
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
ラ
ヴ
ェ
ル
の
『
ラ
・
ヴ
ァ

ル
ス
』
な
ど
も
、こ
う
し
た
「
墜
落
型
」

の
例
だ
。

　

勝
利
に
せ
よ
、
帰
依
に
せ
よ
、
自

己
否
定
に
せ
よ
、
墜
落
に
せ
よ
、
近

代
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
お
け
る
曲
の
終
わ

り
は
、
常
に
形
而
上
的
な
意
味
が

あ
る
。
た
だ
し
上
に
挙
げ
た
例
は
す

べ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
後
の
、

十
九
世
紀
以
後
の
音
楽
だ
。
し
か
る

に
十
八
世
紀
以
前
の
音
楽
の
こ
と
を

考
え
て
み
る
。ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
、
あ
る
い
は
バ
ッ
ハ
は
、
ど
の

よ
う
に
音
楽
を
終
え
て
い
る
か
。
ハ

イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲

の
終
止
は
力
強
く
華
や
か
だ
が
、
そ

こ
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
後
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
は
あ
ま
り
な
い
。

い
わ
ば
「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
で
あ
る
。

ど
の
交
響
曲
で
も
序
曲
で
も
セ
レ

ナ
ー
デ
で
も
、
た
い
が
い
似
た
よ
う

な
類
型
的
な
終
わ
り
方
な
の
だ
。
ど

こ
か
で
終
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

し
か
る
べ
き
時
刻
が
来
た
ら
と
り
あ

え
ず
型
に
従
っ
て
終
わ
る
の
で
あ
る
。

対
す
る
に
バ
ッ
ハ
の
音
楽
で
も
、
こ

う
し
た
「
定
型
的
な
終
止
」
は
多
い

が
、
も
う
少
し
違
っ
た
パ
タ
ー
ン
も

あ
る
。
例
え
ば『
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー

ア
曲
集
第
一
巻
』
の
ハ
長
調
の
前
奏

曲
や
フ
ー
ガ
な
ど
。
こ
れ
ら
は
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い
て
い
く
静
か

な
時
間
の
流
れ
に
、
と
り
あ
え
ず
一

時
的
に
終
止
符
を
打
つ
と
い
っ
た
風

情
だ
。

　

近
代
人
は
時
間
を
完
成
す
る
こ
と

に
取
り
憑
か
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が

す
る
。「
勝
利
を
目
指
せ
！
」
的
な

（
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
的
な
）
発
想
に
つ

い
て
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
逆

に
、
近
代
に
固
有
の
死
へ
の
過
剰
な

恐
れ
は
、「
い
ず
れ
時
間
は
完
成
さ

れ
る
（
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
）」
と
い

う
強
迫
観
念
の
裏
返
し
だ
ろ
う
。
音

楽
に
お
い
て
は
こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
を

端
的
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

音
楽
は
完
成
さ
れ
る
と
同
時
に
消
滅

す
る
。
音
楽
の
完
成
は
、
人
生
と
同

じ
よ
う
に
、そ
の
死
で
も
あ
る
の
だ
。

し
か
る
に
バ
ッ
ハ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
音
楽
の
終
わ
り
に
は
、
近
代
が
忘

れ
て
し
ま
っ
た
時
間
表
象
が
刻
印
さ

れ
て
い
る
。
色
々
な
矛
盾
は
残
っ
て

い
て
も
と
り
あ
え
ず
終
わ
っ
て
お
く
、

終
わ
り
に
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
い
、

そ
れ
で
も
一
応
終
わ
ら
ね
ば
な
ら
な

い―

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
に
は

そ
ん
な
ウ
ィ
ッ
ト
が
あ
る
。
バ
ッ
ハ

の
音
楽
の
多
く
は
、
静
か
に
消
え
て

い
く
と
い
う
点
で
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

の
『
未
完
成
』
か
ら
マ
ー
ラ
ー
の
『
大

地
の
歌
』
に
至
る
、
帰
依
型
の
終
止

と
似
て
い
な
く
も
な
い
。
し
か
し
そ

こ
に
は
、
近
代
音
楽
が
知
ら
な
い
、

さ
り
げ
な
さ
が
あ
る
。
淡
々
と
、ふ
っ

と
、
消
え
る
。
で
も
何
か
は
変
わ
ら

ず
続
い
て
い
く
。
最
近
ど
う
い
う
わ

け
か
、
こ
う
い
う
人
間
の
小
さ
さ
に

思
い
を
馳
せ
さ
せ
て
く
れ
る
音
楽
に
、

と
て
も
惹
か
れ
る
。

　

近
ご
ろ
、
本
好
き
の
仲
間
が
顔

を
合
わ
せ
る
と
そ
の
話
に
な
っ
た

の
が
、
評
伝
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
』
の
翻
訳
騒
動
。
こ
れ
が
傑

作
な
話
な
の
だ
。
こ
と
の
次
第
を

「
朝
日
新
聞
」
が
読
書
欄
の
コ
ラ

ム
「
本
の
舞
台
裏
」
で
伝
え
て
い

る
▼
武
田
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ
ャ

パ
ン
か
ら
出
た
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
』
の
下
巻
に
意
味
不
明
の

訳
文
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
利

益
が
ケ
ー
キ
を
味
わ
っ
て
い
る
言

語
の
破
れ
か
ぶ
れ
の
災
難
」
な

ん
て
書
い
て
あ
る
。
現
代
詩
か
、

シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ス
ト
の
文
章
み

た
い
。
ほ
か
、
珍
訳
が
続
出
▼
ど

う
や
ら
、
依
頼
し
て
い
た
翻
訳
が

ま
に
あ
わ
ず
、
外
部
に
発
注
し

た
と
こ
ろ
、
機
械
翻
訳
に
か
け
て

「
機
械
的
」に
訳
し
た
ら
し
い
。「
エ

キ
サ
イ
ト
翻
訳
」
ほ
か
、
無
料
で

翻
訳
し
て
く
れ
る
サ
イ
ト
が
あ

る
の
で
す
ね
。
下
巻
は
す
ぐ
回
収

さ
れ
た
が
、
か
え
っ
て
話
題
と
な

り
、
珍
訳
版
は
一
時
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
三
万
円
の
値
が
つ
い

た
。
思
わ
ぬ
こ
と
で
、
大
き
な
宣

伝
と
な
っ
た
▼
い
ろ
ん
な
人
に
責

任
は
あ
る
が
、
問
題
は
や
は
り

編
集
者
。
事
情
は
あ
る
に
せ
よ
、

志
が
低
す
ぎ
る
。
装
幀
家
で
画

家
の
司
修
の
新
刊
『
本
の
魔
法
』

（
白
水
社
）
を
読
ん
で
い
る
と
、

文
学
が
元
気
だ
っ
た
一
九
七
〇
年

代
、
作
家
と
編
集
者
、
そ
し
て
装

幀
家
の
三
位
一
体
の
格
闘
の
な
か

で
、
本
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
▼
森
敦
『
月
山
』
で
司
修

と
組
ん
だ
河
出
書
房
新
社
の
編

集
者
・
飯
田
貴
司
。
司
が
提
示
し

た
案
が
気
に
い
ら
ず
、
た
だ
酒
を

飲
む
ば
か
り
。
困
っ
た
司
が
や
け

に
な
っ
て
出
し
た
腹
案
に
「
こ
れ

で
す
」
と
絶
叫
し
た
。
時
代
が
違

い
ま
す
よ
、
と
言
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、「
絶
叫
」
す
る
思

い
を
失
っ
た
本
な
ど
、
そ
れ
こ
そ

紙
の
ム
ダ
じ
ゃ
な
い
か
。 

（
野
）

◇
お
か
だ
・
あ
け
お
＝
一
九
六
〇
年
、

京
都
市
生
ま
れ
。
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
准
教
授
。
文
学
博
士
。
著

書
に『
オ
ペ
ラ
の
運
命
』（
中
公
新
書
・

サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
）、『
音
楽
の
聴

き
方
』（
中
公
新
書
・
吉
田
秀
和
賞
）、

『
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た
い
！
』（
春

秋
社
・
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新

人
賞
）
な
ど
。

愛
　

書
　

狂
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音楽と時間と死
「曲の終わり方」に見る時間表象



◉新刊◉

　

本
書
は
、
一
九
七
九
年
十
二
月
の
ソ
連

軍
侵
攻
か
ら
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

前
日
に
至
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
各
情
報
機
関

の
攻
防
と
、
ア
フ
ガ
ン
国
内
の
イ
ス
ラ
ム

戦
士
や
タ
リ
バ
ン
、
ア
ル
カ
イ
ダ
の
動
き

を
中
心
に
、
二
〇
年
余
り
に
及
ぶ
戦
争
の

舞
台
裏
を
克
明
に
描
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
紙
の
ベ
テ

ラ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
著
者
は
、

Ｃ
Ｉ
Ａ
や
国
務
省
の
幹
部
・
担
当
官
の
ほ

か
、
各
国
政
府
当
局
者
ら
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
重
ね
、ア
メ
リ
カ
の
国
家
機
関
、

と
く
に
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
Ｎ
Ｓ
Ｃ
（
国
家
安
全
保

障
会
議
）
の
公
開
文
書
と
、
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
を
渉
猟
し
、
本
書
を
書
き
上
げ
た
。

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
と
Ｃ
Ｉ
Ａ
内
部
で
の
議

論
な
ら
び
に
情
報
経
路
を
明
ら
か
に
し
、

「
９
・
11
」
に
至
る
政
策
立
案
と
具
体
的

行
動
を
跡
づ
け
た
も
の
で
、
い
わ
ば
〝
Ｃ

Ｉ
Ａ
失
策
の
足
跡
〞
を
追
っ
た
第
一
級
の

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
い
え
る
。

　

ア
フ
ガ
ン
で
の
戦
争
に
な
ぜ
ア
メ
リ
カ

が
か
か
わ
り
、
ど
の
よ
う
に
戦
い
、
な
ぜ

な
か
な
か
手
を
引
く
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
を
理
解
す
る
う
え
で
、
本
書
は
非
常
に

有
益
で
あ
る
。
ま
た
、
数
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ａ

本
の
な
か
で
も
、
地
域･

対
象
を
特
定
し

た
作
戦
の
全
貌
を
解
明
し
た
点
で
画
期
的

だ
。
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞
作
。

◇
木
村
一
浩
、
伊
藤
力
司
、
坂
井
定
雄 

訳　

各
四
六
判　

上
・
四
九
六
頁　

下
・

四
六
八
頁　

各
定
価
三
三
六
〇
円
（
各
本

体
三
二
〇
〇
円
）

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
コ
ー
ル﹇
著
﹈

「9.11」はなぜ防げなかったのか？

 

（
上
）ISBN

978-4-560-08159-4　
（
下
）ISBN

978-4-560-08160-0
ア
フ
ガ
ン
諜
報
戦
争
C
I
A
の
見
え
ざ
る
闘
い

ソ
連
侵
攻
か
ら
９
・
11
前
夜
ま
で
（
上
・
下
）

　

一
九
四
四
年
六
月
、
十
四
歳
の
少
女
ア

ナ
は
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
に

連
行
さ
れ
る
。
幼
い
頃
か
ら
作
家
に
な
り

た
か
っ
た
彼
女
は
、
日
々
収
容
所
で
目
に

す
る
出
来
事
を
、
監
視
員
た
ち
の
目
を
盗

み
、
ノ
ー
ト
や
紙
の
切
れ
端
に
ひ
た
す
ら

書
き
と
め
て
い
く
。
個
性
的
な
他
の
囚
人

た
ち
の
こ
と
、
粗
末
な
ス
ー
プ
の
こ
と
、
石

切
場
で
の
労
働
の
こ
と
な
ど
を
。
過
酷
な

状
況
で
正
気
を
保
ち
、
自
分
自
身
で
あ
り

つ
づ
け
る
た
め
に
…
…
。
懸
命
の
努
力
や

偶
然
の
力
に
よ
っ
て
、
ア
ナ
は
死
の
選
別

を
逃
れ
生
還
を
果
た
す
。
本
書
は
、
奇
跡

的
に
持
ち
返
ら
れ
た
貴
重
な
ノ
ー
ト
を
元

に
、後
年
、著
者
が
発
表
し
た
手
記
で
あ
る
。

　

収
容
所
に
連
行
さ
れ
る
ま
で
が
綴
ら
れ

た
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
に
対
し
、
こ
ち
ら

は
連
行
さ
れ
て
か
ら
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

を
始
め
次
々
と
送
ら
れ
た
収
容
所
で
の
生

活
が
、
生
々
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
ア
ナ
・
ノ
ヴ
ァ
ク
は
一
九
二
九
年

ル
ー
マ
ニ
ア
で
生
ま
れ
た
。
十
一
歳
の
と

き
、
生
ま
れ
故
郷
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
併
合

さ
れ
、ハ
ン
ガ
リ
ー
国
籍
と
な
る
。
戦
後
は
、

ブ
カ
レ
ス
ト
で
劇
作
家
と
し
て
活
躍
し
、

五
七
年
に
は
国
家
賞
も
受
賞
す
る
が
、チ
ャ

ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
を
批
判
し
た
と
し
て
発

禁
処
分
を
受
け
、
西
ベ
ル
リ
ン
に
脱
出
。

そ
の
後
パ
リ
に
渡
っ
た
。
仏
訳
が
出
る
と

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
や
サ
ル
ト
ル
に
絶
賛
さ

れ
、「
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
」

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
二
〇
一
〇

年
パ
リ
没
。

◇
山
本
浩
司
訳　

四
六
判　

三
〇
八
頁　

定
価
二
七
三
〇
円
（
本
体
二
六
〇
〇
円
）

『アンネの日記』と対をなす歴史的証言

14
歳
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ   

収
容
所
を
生
き
延
び
た
少
女
の
手
記

ア
ナ
・
ノ
ヴ
ァ
ク﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08171-6

　

ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
詩
人

で
も
あ
る
著
者
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら

七
年
間
か
け
て
、
北
緯
10
度
線
沿
い
に
並

ぶ
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
六
カ
国
（
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
）
を
巡
り
、
こ
の
地
域
一
帯
が
キ
リ
ス

ト
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
二
つ
の
大
き

な
プ
レ
ー
ト
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
で
き
る

〝
信
仰
の
断
層
線
〞
を
成
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。
本
書
は
、
こ
の
断
層
線
の

地
理
的
、
歴
史
的
、
文
化
的
、
宗
教
的
、

人
口
動
態
的
な
変
遷
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
の
実
態
が
ど
の
よ
う
に
異
な

り
、
ど
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
詳
細
に
レ
ポ
ー
ト

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
特
徴
は
、
自
ら
現
地
を
歩
い
た

経
験
と
、
人
の
心
の
深
奥
に
迫
る
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
つ

て
平
和
的
に
共
存
し
て
い
た
二
つ
の
宗
教

が
衝
突
す
る
よ
う
に
な
っ
た
過
程
を
克
明

に
描
い
て
い
る
点
と
、
宗
教
改
革
的
機
運

の
高
ま
り
と
同
時
に
原
理
主
義
が
台
頭
し

て
き
た
背
景
を
事
実
に
即
し
て
実
に
細
か

く
分
析
し
て
い
る
点
だ
。

　

国
際
情
勢
や
地
域
紛
争
を
見
る
に
あ
た

り
抜
け
落
ち
が
ち
な
「
宗
教
的
側
面
」
を

正
面
か
ら
と
ら
え
、
宗
教
対
立
と
見
ら
れ

る
数
々
の
紛
争
や
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
根

底
に
あ
る
諸
相
を
浮
き
彫
り
に
す
る
傑
作

ル
ポ
。

◇
白
須
英
子
訳　

四
六
判　

四
五
〇
頁　

定
価
三
一
五
〇
円
（
本
体
三
〇
〇
〇
円
）

10
月
下
旬
刊

北
緯
10
度
線　
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の「
断
層
」

イ
ラ
イ
ザ
・
グ
リ
ズ
ウ
ォ
ル
ド﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08182-2

「宗教対立」の根底にあるもの

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ビ
ル・
ゲ
イ
ツ
、ア
ッ

プ
ル
を
立
ち
上
げ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ

ズ
、
オ
ラ
ク
ル
創
業
者
の
ラ
リ
ー
・
エ
リ
ソ

ン
。
こ
う
し
た
人
物
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
身
ひ
と
つ
で
た
た
き
上
げ
た
「
起
業
」

に
成
功
し
て
巨
万
の
富
を
築
く
と
い
う
ア

メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
は
今
な
お
、〈
神
話
〉

と
し
て
米
社
会
を
根
本
で
支
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
書
に
よ
れ
ば
、
現
実
は
ま
っ

た
く
異
な
る
。
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
や

国
勢
調
査
局
な
ど
の
経
済
統
計
か
ら
浮
か

び
上
が
る
起
業
の
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
光
景

は
こ
ん
な
具
合
だ
。

　

米
中
西
部
の
都
市
ラ
ラ
ミ
ー
。
大
学
中

退
歴
の
あ
る
四
十
歳
代
の
白
人
既
婚
男
性

が
「
よ
そ
で
働
き
た
く
な
い
」
と
い
う
動

機
か
ら
職
を
転
々
と
し
、
挙
句
、
生
活
が

逼
迫
し
て
起
業
に
手
を
染
め
る
！

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
ん
な
彼
が
手
掛
け
る
ビ

ジ
ネ
ス
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
と
は
程

遠
く
、
建
設
会
社
や
自
動
車
修
理
工
場
の

よ
う
な
ロ
ー
テ
ク
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

資
金
繰
り
は
芳
し
く
な
く
、
五
年
以
内
に

消
え
る
運
命
に
あ
る
…
…
。

　

本
書
は
、
経
済
成
長
や
雇
用
創
出
（
失

業
率
）、
人
種
や
性
別
ま
で
、
統
計
を
駆
使

し
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
ア
メ
リ
カ
を
浮
き
彫

り
に
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
職
を
転
々
と

し
て
起
業
に
身
を
や
つ
す
米
国
人
の
姿
は
、

産
学
官
が
一
体
に
な
っ
て
起
業
を
喧
伝
す
る

日
本
社
会
に
一
石
投
じ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

◇
谷
口
功
一
、
中
野
剛
志
、
柴
山
桂
太
訳  

四
六
判　

二
七
六
頁　

定
価
二
五
二
〇
円

（
本
体
二
四
〇
〇
円
）

〈
起
業
〉と
い
う
幻
想　
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
の
現
実

ス
コ
ッ
ト
・
Ａ
・
シ
ェ
ー
ン﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08164-8

会社を辞めて「起業」に走る前に

　

本
書
の
著
者
は
十
七
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
・

バ
ロ
ッ
ク
文
学
を
代
表
す
る
作
家
・
思
想

家
。
か
つ
て
は
「
太
陽
の
沈
む
こ
と
な
き

帝
国
」
と
し
て
栄
華
を
誇
っ
た
ス
ペ
イ
ン

が
衰
亡
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。
グ
ラ

シ
ア
ン
は
十
八
歳
で
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
、

カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
と
し
て
宗
教
活
動
に
専

念
す
る
傍
ら
、
会
則
を
無
視
し
て
偽
名
で

著
作
を
発
表
し
た
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
仲

間
を
か
ば
い
任
地
転
換
さ
れ
た
り
、
イ
エ

ズ
ス
会
で
は
問
題
児
だ
っ
た
が
、
同
時
代

の
社
会
や
人
間
へ
の
深
い
洞
察
力
と
鋭
い

批
判
精
神
に
は
定
評
が
あ
り
、
モ
ラ
リ
ス

ト
と
し
て
多
く
の
著
作
を
残
し
た
。

　

彼
の
著
作
の
核
心
は
、
堕
落
し
偽
善
に

ま
み
れ
た
ス
ペ
イ
ン
帝
国
に
個
人
が
ど
う

対
処
す
べ
き
か
を
問
う
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
「
性し
ょ
う
わ
る
も
の

悪
者
の
身
内
に
慣
れ
る
こ
と
」
な

ど
実
践
哲
学
的
な
３
０
０
の
箴
言
で
構
成

さ
れ
る
本
書
は
、
当
時
の
社
会
の
各
階
層

を
幅
広
く
読
者
対
象
と
し
て
捉
え
、
各
人

が
所
属
す
る
階
層
の
範
囲
内
で
い
か
に
慎

重
に
抜
け
目
な
く
行
動
す
る
こ
と
で
人
生

の
勝
利
者
と
な
れ
る
か
、
そ
の
方
法
を
具

体
的
に
説
い
て
い
る
。
世
間
知
ら
ず
の
賢

人
な
ど
ま
っ
た
く
の
論
外
、
と
い
う
姿
勢

に
貫
か
れ
、
現
実
的
で
あ
る
。

　

ユ
ー
モ
ア
と
文
学
セ
ン
ス
に
も
溢
れ
る

本
書
は
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
や
ニ
ー

チ
ェ
ら
が
人
生
の
指
針
と
し
て
高
く
評
価

し
た
。
人
間
関
係
が
複
雑
化
し
た
現
代
社

会
を
生
き
抜
く
上
で
も
必
須
の
３
０
０
項

は
自
分
を
見
つ
め
直
す
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

◇
東
谷
穎
人
訳　

四
六
判　

二
五
〇
頁　

定
価
二
一
〇
〇
円
（
本
体
二
〇
〇
〇
円
）

10
月
中
旬
刊

処
世
の
智
恵   

賢
く
生
き
る
た
め
の
３
０
０
の
箴
言

バ
ル
タ
サ
ー
ル
・
グ
ラ
シ
ア
ン﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08170-9

ニーチェが傾倒した処世訓の完訳

　
「
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
」
で
知
ら
れ

る
紀
元
前
六
世
紀
の
ギ
リ
シ
ア
賢
人
、

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
生
涯
は
数
奇
に
満
ち
て

い
る
。
本
書
は
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
生
涯
と

思
想
を
詳
し
く
紹
介
し
、
以
後
現
在
に
至

る
ま
で
の
二
十
五
世
紀
に
及
ぶ
思
想
の
継

承
史
を
辿
る
壮
大
な
試
み
で
あ
る
。

　

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
竪
琴
の
長
さ
と
音

の
高
さ
と
の
間
に
数
学
的
な
関
係
が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
し
て
自
然
の
複
雑

さ
の
裏
に
は
数
学
的
・
幾
何
学
的
な
秩
序

や
調
和
、
統
一
性
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
の

洞
察
に
至
っ
た
。
自
然
法
則
の
概
念
が
な

い
時
代
に
、
そ
の
発
想
に
至
っ
た
こ
と
は

並
外
れ
た
飛
躍
で
あ
っ
た
。

　

驚
く
こ
と
に
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
考
え

方
は
今
な
お
潜
在
的
に
存
在
し
て
い
る
。

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
や
ケ
プ
ラ
ー
、
ニ
ュ
ー
ト

ン
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
の
業

績
の
中
に
も
見
て
と
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
十
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
建
築
家
パ

ラ
ー
デ
ィ
オ
の
建
築
や
、
十
九
世
紀
ア
メ

リ
カ
の
作
家
オ
ル
コ
ッ
ト
の
小
説
な
ど

意
外
な
と
こ
ろ
に
も
表
れ
て
い
る
。
二
十

世
紀
に
は
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
や

ア
ー
サ
ー
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
な
ど
錚
々
た
る

思
想
家
が
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
こ
と
を
「
知

的
基
盤
を
築
い
た
巨
人
」
と
見
な
し
て
い

る
。
ま
た
こ
れ
以
外
に
も
、キ
リ
ス
ト
教
、

フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
の
革
命
思
想
と
の
関

わ
り
な
ど
、
興
味
深
い
指
摘
に
事
欠
か
な

い
。
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
、
発
見
と

探
究
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
書
。

◇
柴
田
裕
之
訳　

四
六
判　

四
九
二
頁　

定
価
三
五
七
〇
円
（
本
体
三
四
〇
〇
円
）

ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
の
音
楽

キ
テ
ィ
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08163-1

人類思想史上、屈指の重大な発見



◉新刊◉

　

古
代
ロ
ー
マ
史
の
な
か
で
最
も
謎
め
い

た
人
物
、
皇
帝
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
。
い
わ
ゆ

る
「
ロ
ー
マ
五
賢
帝
」
の
三
人
目
と
し
て
、

ま
た
ユ
ル
ス
ナ
ー
ル
の
歴
史
小
説
『
ハ
ド

リ
ア
ヌ
ス
帝
の
回
想
』
で
知
ら
れ
、
近
年

で
は
人
気
マ
ン
ガ
『
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
』

に
建
築
好
き
な
皇
帝
と
し
て
登
場
す
る
。

ロ
ー
マ
帝
国
に
繁
栄
と
安
定
を
も
た
ら
し

た
善
帝
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
は
し
か
し
同

時
代
の
厳
し
い
批
判
を
浴
び
、
そ
の
業
績

は
長
ら
く
過
小
評
価
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
原
因
は
ひ
と
つ
に
は
、
自
伝
な
ど

の
文
献
が
散
逸
し
、
史
料
が
少
な
い
こ
と
、

そ
し
て
歴
史
家
モ
ム
ゼ
ン
に
嫌
わ
れ
る
原

因
と
な
っ
た
、複
雑
で
難
し
い
性
格
に
あ
っ

た
。
彼
は
、
合
理
的
な
判
断
を
し
自
制
心

に
富
む
か
と
思
え
ば
子
ど
も
っ
ぽ
く
、
気

さ
く
で
社
交
的
な
の
に
孤
独
の
影
が
つ
き

ま
と
い
、
才
能
あ
る
友
人
に
恵
ま
れ
人
材

を
抜
擢
し
た
反
面
、
身
近
な
人
々
を
簡
単

に
更
迭
し
て
悔
い
る
様
子
が
な
か
っ
た
。

　

即
位
に
ま
つ
わ
る
疑
惑
。
優
秀
な
軍
人

で
あ
り
な
が
ら
、
先
帝
が
征
服
し
た
東
方

の
属
州
を
放
棄
し
た
こ
と
。
元
老
院
と
の

友
好
的
な
関
係
を
築
け
な
か
っ
た
理
由
。

そ
し
て
、
当
時
の
上
流
階
級
の
慣
習
に
反

し
て
髭
を
た
く
わ
え
、
そ
れ
が
新
流
行
と

な
っ
た
こ
と
…
…
。『
キ
ケ
ロ―

も
う
ひ

と
つ
の
ロ
ー
マ
史
』
の
著
者
が
、
ハ
ド
リ

ア
ヌ
ス
を
め
ぐ
る
数
々
の
謎
に
つ
い
て
考

察
し
つ
つ
、
そ
の
人
生
を
時
代
背
景
ご
と

活
写
す
る
一
冊
。

◇
草
皆
伸
子
訳　

四
六
判　

五
一
四
頁
＋

口
絵
一
六
頁　

定
価
五
六
七
〇
円
（
本
体

五
四
〇
〇
円
）

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス  

ロ
ー
マ
の
栄
光
と
衰
退

ア
ン
ト
ニ
ー
・
エ
ヴ
ァ
リ
ッ
ト﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08165-5

謎に満ちた皇帝の生涯

　

本
書
は
、十
一
の
代
表
的
な
ポ
リ
ス
（
都

市
国
家
）
の
盛
衰
史
を
横
糸
に
お
り
こ
ん

だ
、
先
史
時
代
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
ま

で
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
史
で
あ
る
。
た
ん
に

都
市
の
歴
史
を
羅
列
せ
ず
、
各
々
が
ギ
リ

シ
ア
史
と
い
う
大
き
な
流
れ
に
、
ど
の
よ

う
な
役
割
を
も
っ
て
関
わ
っ
た
か
を
描
く

こ
と
で
、
全
体
が
ひ
と
つ
な
が
り
の
通
史

と
し
て
完
結
し
て
い
る
と
い
う
、
ユ
ニ
ー

ク
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
都
市
は
、
ア
テ

ナ
イ
や
ス
パ
ル
タ
は
も
ち
ろ
ん
、
西
は
今

ま
で
あ
ま
り
通
史
に
は
登
場
し
な
か
っ
た

マ
ッ
サ
リ
ア
（
マ
ル
セ
イ
ユ
）
か
ら
、
東

は
ミ
レ
ト
ス
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
ま
で
。

時
代
的
に
は
、
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
代
の

ク
ノ
ッ
ソ
ス
か
ら
、
の
ち
に
ビ
ザ
ン
ツ
帝

国
の
都
と
な
る
ビ
ュ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
ま
で
。

章
ご
と
に
各
都
市
の
興
亡
が
、
神
話
と
伝

説
、
考
古
学
的
遺
物
、
古
典
史
料
な
ど
を

平
易
に
紹
介
し
な
が
ら
描
か
れ
る
。
さ
ら

に
巻
末
で
は
、
デ
ル
フ
ォ
イ
と
オ
リ
ュ
ン

ピ
ア
と
い
う
全
ギ
リ
シ
ア
的
な
神
域
に
つ

い
て
も
、詳
し
い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
で
は
ま
た
、
ギ
リ
シ
ア
文
明
を
近

代
西
欧
文
明
の
輝
か
し
い
祖
先
と
し
て
称

揚
す
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
決
定
的
な

「
他
者
性
」
に
つ
い
て
明
確
に
説
明
し
て
い

る
点
も
、
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
読
者
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
書
か

れ
な
が
ら
、
同
時
に
第
一
線
の
研
究
成
果

も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
一
冊
。

◇
橋
場
弦
監
修　

新
井
雅
代
訳　

四
六
判  

二
三
六
頁
＋
口
絵
八
頁　

定
価
二
七
三
〇

円
（
本
体
二
六
〇
〇
円
）

古
代
ギ
リ
シ
ア  

11
の
都
市
が
語
る
歴
史

ポ
ー
ル
・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08158-7

都市の栄枯盛衰が形づくる通史

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
描
い
た
映
画「
デ
ィ
ア
・

ハ
ン
タ
ー
」
を
下
敷
き
に
、
レ
バ
ノ
ン
内
戦

下
を
生
き
た
二
人
の
少
年
の
数
奇
な
運
命
。

　

砲
弾
が
降
り
注
ぐ
ベ
イ
ル
ー
ト
の
街
で
、

ア
ル
メ
ニ
ア
系
の
少
年
バ
ッ
サ
ー
ム
と
、「
デ

ニ
ー
ロ
」
と
い
う
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
る
幼

な
じ
み
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
。
二
人
は
カ
ジ
ノ
か

ら
金
を
く
す
ね
た
り
、
盗
ん
だ
ガ
ソ
リ
ン

で
バ
イ
ク
を
乗
り
回
す
無
鉄
砲
な
日
々
を

送
る
。
キ
リ
ス
ト
教
民
兵
組
織
に
引
き
抜

か
れ
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
で
軍
事

訓
練
を
受
け
る
か
た
わ
ら
、
密
造
酒
や
麻

薬
の
取
引
を
バ
ッ
サ
ー
ム
に
持
ち
か
け
る

が
、
次
第
に
二
人
は
疎
遠
に
な
っ
て
い
く
。

　

あ
る
日
バ
ッ
サ
ー
ム
は
、
身
に
覚
え
の

な
い
殺
人
事
件
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
民

兵
組
織
に
連
行
さ
れ
る
。
拷
問
を
受
け
る

が
、
運
良
く
解
放
さ
れ
、
国
外
に
逃
れ
る

決
心
を
し
た
彼
は
、
そ
の
資
金
を
手
に
入

れ
る
た
め
、
カ
ジ
ノ
の
売
上
金
を
強
奪
す

る
計
画
を
立
て
る
。
成
功
の
の
ち
、
国
を

脱
出
し
よ
う
と
し
た
矢
先
、
キ
リ
ス
ト
教

勢
力
の
最
高
司
令
官
が
暗
殺
さ
れ
る
。
バ
ッ

サ
ー
ム
は
ま
た
し
て
も
疑
い
を
か
け
ら
れ
、

彼
を
連
行
し
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
他
な

ら
ぬ
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
だ
っ
た
が
…
…
。

　

暴
力
に
ま
み
れ
た
日
常
の
光
景
が
、
疾

走
感
あ
ふ
れ
る
詩
的
な
文
体
に
よ
っ
て
白

昼
夢
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
る
。
国
際
Ｉ

Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
ダ
ブ
リ
ン
文
学
賞
を
受
賞
、
世

界
三
〇
カ
国
で
翻
訳
さ
れ
た
、
レ
バ
ノ
ン

出
身
の
気
鋭
に
よ
る
デ
ビ
ュ
ー
作
！

◇
藤
井
光
訳　

四
六
判　

二
九
一
頁　

定

価
二
五
二
〇
円
（
本
体
二
四
〇
〇
円
）

デ
ニ
ー
ロ
・
ゲ
ー
ム

ラ
ウ
ィ
・
ハ
ー
ジ﹇
作
﹈ 

ISBN
978-4-560-09017-6

レバノン内戦に翻弄された友情

【
エ
ク
ス
・
リ
ブ
リ
ス
】

　

本
書
は
、
故
郷
喪
失
者
の
イ
タ
リ
ア
人

移
民
の
苦
難
の
歴
史
と
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

軍
事
政
権
下
の
悲
劇
が
交
錯
し
、
双
子
の

料
理
人
が
残
し
た『
南
海
の
料
理
指
南
書
』

の
驚
嘆
の
運
命
、
多
彩
な
絶
品
料
理
、
猟

奇
的
事
件
を
濃
密
に
物
語
る
異
色
作
。

　

物
語
の
冒
頭
、
一
九
七
九
年
、
骸
骨
と

な
っ
た
母
親
マ
リ
ナ
の
死
体
と
、
そ
の
隣

に
横
た
わ
る
赤
ん
坊
セ
サ
ル
・
ロ
ン
ブ
ロ
ー

ソ
が
、
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
の
「
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
食
堂
」
で
発
見
さ
れ
た
。

そ
こ
は
、
イ
タ
リ
ア
移
民
家
族
の
歴
史
、

二
十
世
紀
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
史
の
光
と
闇
に

閉
ざ
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
猟
奇
的
事
件

の
幕
開
け
で
も
あ
っ
た
。

　

移
民
の
双
子
カ
リ
オ
ス
ト
ロ
兄
弟
は
、

ホ
テ
ル
厨
房
で
働
く
マ
ッ
シ
モ
・
ロ
ン
ブ

ロ
ー
ソ
の
薫
陶
を
受
け
、『
南
海
の
料
理
指

南
書
』
を
執
筆
し
、
一
九
一
一
年
に
食
堂
を

開
店
す
る
。第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、

双
子
の
親
戚
シ
ア
ン
カ
リ
ー
ニ
一
家
が
食

堂
を
継
ぐ
が
、
や
が
て
軍
事
ク
ー
デ
タ
が

起
き
、
食
堂
は
閉
鎖
さ
れ
る
。
間
も
な
く

食
堂
は
再
開
さ
れ
る
が
、
ペ
ロ
ン
政
権
が

軍
事
ク
ー
デ
タ
で
倒
れ
、
縁
の
あ
っ
た
食

堂
は
暴
徒
に
放
火
さ
れ
、
消
失
す
る
。
そ

し
て
一
九
七
八
年
、
食
堂
を
継
い
だ
も
の

の
亡
く
な
っ
た
、
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ソ
の
末
裔
と

結
婚
し
て
い
た
マ
リ
ナ
は
、
新
し
い
命
を

宿
し
て
い
た
…
…
そ
の
赤
ん
坊
セ
サ
ル
は

長
じ
て
天
才
料
理
人
と
な
る
が
、
や
が
て

戦
慄
す
べ
き
正
体
を
見
せ
始
め
る
…
…
。

◇
柳
原
孝
敦
訳　

四
六
判　

二
二
八
頁　

定
価
二
三
一
〇
円
（
本
体
二
二
〇
〇
円
）

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
食
堂

カ
ル
ロ
ス
・
バ
ル
マ
セ
ー
ダ﹇
作
﹈ 

ISBN
978-4-560-09018-3

「アルゼンチン・ノワール」の
旗手による異色作

【
エ
ク
ス
・
リ
ブ
リ
ス
】

　

亡
く
な
っ
た
父
親
の
た
め
の
ス
ピ
ー
チ

を
人
前
で
し
て
い
る
と
突
然
に
、
激
し
く

身
体
が
震
え
は
じ
め
た
…
…
〈
私
〉
は
、

そ
の
不
思
議
な
体
験
の
理
由
を
探
る
た
め

に
、
神
経
内
科
医
に
よ
る
診
療
も
受
け
る

い
っ
ぽ
う
で
、「
心
と
身
体
」
に
ま
つ
わ

る
古
今
東
西
の
知
見
を
読
破
し
て
自
分
の

精
神
の
安
寧
に
役
立
て
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
か
つ
て
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
と

呼
ば
れ
た
症
状
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ル
コ
ー

や
フ
ロ
イ
ト
な
ど
を
引
き
な
が
ら
。
ま
た

文
学
や
芸
術
作
品
に
お
い
て
痙
攣
と
い
う

モ
チ
ー
フ
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た

か
に
つ
い
て
、
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

そ
し
て
、
彼
女
は
、
自
分
の
な
か
に
い
る

「
震
え
て
い
る
女
」
を
、
ポ
ー
や
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
ら
が
描
い
た
「
分
身
」（
＝

自
分
の
鏡
）
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

ラ
カ
ン
の
鏡
像
段
階
や
脳
に
関
す
る
最

新
の
研
究
「
ミ
ラ
ー
・
ニ
ュ
ー
ロ
ン
」、

一
種
の
思
考
形
式
と
し
て
「
夢
」
を
見
る

こ
と
、
神
秘
的
・
宗
教
的
な
体
験
と
し
て

「
声
」
を
聴
く
こ
と
等
々
に
つ
い
て
も
、

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
、
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
、
イ
ア
ン
・
ハ
ッ
キ
ン
グ
ら
の

著
作
に
よ
る
助
け
を
得
つ
つ―

。

　

ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
の
伴
侶
で
も
あ

る
作
家
が
つ
む
ぐ
、「
闘
病
の
物
語
」。
医

学
や
心
理
学
や
脳
科
学
は
も
ち
ろ
ん
、
文

学
や
哲
学
な
ど
を
も
ひ
も
と
き
な
が
ら
自

分
自
身
の
症
例
に
向
き
合
い
、
治
療
に
の

ぞ
む
、
感
動
的
な
エ
ッ
セ
イ
。

◇
上
田
麻
由
子
訳　

四
六
判　

二
二
二
頁  

定
価
二
五
二
〇
円
（
本
体
二
四
〇
〇
円
）

震
え
の
あ
る
女  

私
の
神
経
の
物
語

シ
リ
・
ハ
ス
ト
ヴ
ェ
ッ
ト﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08146-4

心と身体を整える「闘病記」

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
精
力
的
な

手
紙
の
書
き
手
だ
っ
た
。
家
族
、友
人
た
ち
、

新
聞
社
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
、
ア
ー
サ
ー
・

ケ
ス
ト
ラ
ー
、
Ｔ
・
Ｓ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
ら
文

人
を
は
じ
め
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
手
紙

は
、『
全
集
』
の
編
者
に
よ
っ
て
入
念
に
選

ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
生
活
、
政
治
的

問
題
、
自
作
へ
の
言
及
な
ど
、
じ
つ
に
多

岐
に
わ
た
る
。
作
家
な
ら
で
は
の
、独
自
で
、

魅
惑
的
な
体
験
や
見
解
を
披
瀝
し
、
人
生

を
雄
弁
に
物
語
る
書
簡
集
だ
。

　

家
庭
生
活
に
つ
い
て
は
、
妻
ア
イ
リ
ー
ン

の
死
を
悲
嘆
す
る
手
紙
や
、
養
子
リ
チ
ャ
ー

ド
の
成
長
を
喜
ぶ
手
紙
が
印
象
的
だ
。
こ

れ
ま
で
未
発
表
だ
っ
た
何
通
か
の
手
紙
で

は
、
恋
愛
に
つ
い
て
従
来
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
側
面
を
見
せ
、
小
説
の
登
場
人
物

の
モ
デ
ル
も
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

政
治
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦

当
時
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
様
子
を
描
い
た
手

紙
に
、
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
政
治
観
が
う
か
が

え
る
。
さ
ら
に
、
友
人
と
出
版
社
に
宛
て

た
手
紙
で
は
、『
一
九
八
四
年
』
や
『
動
物

農
場
』
と
い
っ
た
代
表
作
品
の
進
捗
具
合
、

出
版
ま
で
の
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
書
は
、
巨
匠
オ
ー
ウ
ェ
ル
の
全
体
像

を
知
る
う
え
で
、
ま
た
第
二
次
大
戦
前
後

の
時
代
の
空
気
を
察
知
す
る
う
え
で
、『
日

記
』と
と
も
に
不
可
欠
な
一
次
資
料
で
あ
る
。

ま
た
、「
読
み
物
」
と
し
て
も
第
一
級
の
面

白
さ
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

◇
高
儀
進
訳　

Ａ
５
判　

五
九
六
頁
＋

口
絵
八
頁　

定
価
八
八
二
〇
円
（
本
体

八
四
〇
〇
円
）

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
書
簡
集

ピ
ー
タ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ソ
ン﹇
編
﹈ 

ISBN
978-4-560-08166-2

没後六十年記念出版



◉新刊◉

　

き
わ
め
て
専
門
的
な
も
の
も
含
め
、
ワ

イ
ン
に
関
す
る
蘊
蓄
本
は
多
数
出
版
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
テ
ー

ブ
ル
で
の
会
話
が
、
ブ
ド
ウ
の
品
種
や
畑

の
土
壌
、
味
わ
い
の
分
析
だ
け
に
終
始
し

て
し
ま
う
と
、
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
の
周
囲
に
は
、
風
土

や
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
画
家
、
作
家
な
ど

に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
逸
話
が
数
多
く
あ

る
。た
と
え
ば
、ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
の『
異

邦
人
』、
主
人
公
ム
ル
ソ
ー
の
名
は
ど
こ
か

ら
き
て
い
る
の
か
。
そ
の
カ
ミ
ュ
が
、
自

動
車
事
故
で
亡
く
な
る
直
前
、
最
期
に
飲

ん
だ
ワ
イ
ン
は
何
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
ジ
ェ

ラ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
主
演
の
映
画
『
肉

体
の
悪
魔
』
で
は
、
レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ

ゲ
の
原
作
に
は
な
い
、
印
象
的
な
シ
ー
ン

が
あ
る
。
女
主
人
公
マ
ル
ト
は
、
な
ぜ
、

注
文
し
た
ワ
イ
ン
を
突
き
返
し
た
の
か
。

　

ほ
か
に
も
、
シ
ャ
ン
パ
ン
の
歴
史
を
変

え
た
二
人
の
女
性
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
作
品

を
彩
る
ロ
ワ
ー
ル
の
ワ
イ
ン
、
ラ
ブ
レ
ー

の
精
神
を
受
け
継
ぐ
騎
士
団
、
時
代
に
翻

弄
さ
れ
た
ワ
イ
ン
と
ブ
ド
ウ
、
岡
本
太
郎

と
ワ
イ
ン
、
ゴ
ッ
ホ
が
描
い
た
プ
ロ
ヴ
ァ

ン
ス
の
ブ
ド
ウ
園
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
が
愛

し
た
「
シ
ャ
ト
ー
・
マ
ル
ロ
メ
」、
ロ
ス
チ
ャ

イ
ル
ド
家
の
ワ
イ
ン
、
格
付
け
ワ
イ
ン
が

生
ん
だ
化
粧
品
な
ど
、
三
十
三
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
。
図
版
多
数
。
飲
ん
で
か
ら
読

ん
で
も
、
読
ん
で
か
ら
飲
ん
で
も
、
楽
し

い
一
冊
。

◇
四
六
判　

二
〇
八
頁　

定
価
一
八
九
〇

円
（
本
体
一
八
〇
〇
円
）
10
月
下
旬
刊

もっと楽しい一杯のために

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン  

33
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

須
藤
海
芳
子
﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08174-7

　

日
本
中
を
恐

怖
に
陥
れ
た

３
・
11
以
後
、

私
た
ち
は
ど
の

よ
う
に
生
き
、

ど
の
よ
う
な
社

会
を
創
造
し
て

ゆ
け
ば
よ
い
の

か
。
千
葉
県
鴨

川
の
地
で
長
年

「
鴨
川
自
然
王
国
」
を
担
っ
て
き
た
二
人

が
、
持
続
可
能
な
新
し
い
社
会
づ
く
り
を

提
案
す
る
。

　

農
を
基
本
と
す
る
鴨
川
自
然
王
国
は
加

藤
の
夫
に
よ
り
築
か
れ
た
。
彼
の
死
後
そ

の
活
動
を
支
え
て
い
る
一
人
が
、「
真
の

幸
福
と
は
何
か
」
を
求
め
て
こ
の
地
に

や
っ
て
き
た
林
で
あ
る
。さ
っ
そ
く
彼
は
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
と
そ
こ
で
の
生
活

を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
の
活
動
を
、
地

元
民
と
と
も
に
推
し
進
め
て
ゆ
く
。
地
域

通
貨
「
安
房
マ
ネ
ー
」
や
里
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
創
設
、都
市
住
民
と
農
村
の
交
流
、

大
山
千
枚
田
の
復
活
等
々
で
あ
る
。
３
・

11
に
際
し
て
、
行
政
を
動
か
し
て
の
福
島

被
災
者
の
受
け
入
れ
、
被
災
地
訪
問
と
住

民
と
の
交
流
、
出
張
支
援
カ
フ
ェ
、
支
援

コ
ン
サ
ー
ト
、
五
〇
名
以
上
の
母
子
週
末

保
養
受
け
入
れ
等
々
、
こ
れ
ら
の
原
動
力

と
な
っ
た
の
は
、〈
共
生
〉
を
目
指
す
そ

う
し
た
農
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

　

危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
の
巨
大
消
費

文
明
を
見
つ
め
直
し
、
自
ら
の
活
動
を
次

世
代
へ
橋
渡
し
し
よ
う
と
す
る
両
著
者
の

こ
と
ば
は
熱
い
。
い
ま
こ
こ
で
、
一
人
ひ

と
り
の
暮
ら
し
が
変
わ
る
。
日
本
再
生

へ
！
「
そ
の
た
め
の
ス
マ
イ
ル
・
レ
ボ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。
生
き
る
こ
と
を
楽
し
め

る
日
々
の
た
め
に
！
」（
加
藤
）

◇
四
六
判　

二
四
〇
頁　

定
価
一
八
九
〇

円
（
本
体
一
八
〇
〇
円
）
10
月
中
旬
刊

ス
マ
イ
ル・レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン　
３
・
11
か
ら
持
続
可
能
な
地
域
社
会
へ

加
藤
登
紀
子
、
林 

良
樹
﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08175-4

日本再生へ希望のネットワーク

　

花
森
安
治
が
生
ま
れ
た
の
は
一
九
一
一

（
明
治
四
十
四
）
年
十
月
二
十
五
日
、
今

年
で
生
誕
百
年
を
迎
え
る
。「
暮
し
の
手

帖
」
の
創
刊
者
で
あ
り
、
生
涯
編
集
長
を

務
め
た
花
森
は
、「
武
器
を
捨
て
よ
う
」「
国

を
ま
も
る
と
い
う
こ
と
」「
見
よ
ぼ
く
ら
一

戔
五
厘
の
旗
」
な
ど
、
反
権
力
、
反
戦
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
次
々
に
発
信
し
て
き
た
。

　

か
つ
て
暮
し
の
手
帖
社
の
屋
上
に
は
た

め
い
て
い
た
一
戔
五
厘
の
旗
は
今
も
現
社

屋
の
入
口
に
展
示
さ
れ
、
同
社
の
倉
庫
に

は
、
花
森
が
長
年
使
用
し
て
き
た
机
が
保

管
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
机
は
花
森
が
大
政
翼
賛
会
に
い
た

戦
時
中
、
国
民
の
戦
時
意
識
を
高
め
る
た

め
の
ポ
ス
タ
ー
等
を
製
作
す
る
た
め
に
使

用
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
戦
後

花
森
は
、
こ
の
机
を
生
涯
使
い
続
け
た
。

　

帝
大
新
聞
の
編
集
部
員
時
代
に

二
・
二
六
事
件
を
体
験
し
た
花
森
は
、
や

が
て
軍
事
国
家
の
道
を
突
き
進
ん
で
い
く

日
本
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

　

卒
業
後
一
通
の
赤
紙
に
よ
っ
て
、
満
州

奥
地
の
極
寒
の
地
へ
と
応
召
さ
れ
た
花
森

は
、
結
核
で
和
歌
山
の
療
養
所
に
入
院
、

そ
の
後
大
政
翼
賛
会
に
職
を
得
た
。

　

戦
後
、
花
森
は
過
去
を
封
印
し
た
。
そ

れ
は
花
森
が
密
か
に
誓
っ
た
戦
争
責
任
の

と
り
か
た
だ
っ
た
の
か―

本
書
は
こ
れ

ま
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
戦

前
時
代
を
中
心
に
、
そ
の
思
想
形
成
を
倉

庫
に
眠
る
机
か
ら
辿
ろ
う
と
し
た
異
色
の

一
冊
で
あ
る
。

◇
四
六
判　

二
五
一
頁　

定
価
二
四
一
五

円
（
本
体
二
三
〇
〇
円
）

花
森
安
治
の
青
春

馬
場
マ
コ
ト
﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08168-6

封印された戦争の暗い影

　

鷹
狩
の
歴
史
は
古
い
。
渡
来
人
が
も
た

ら
し
た
と
さ
れ
る
鷹
狩
は
す
で
に
記
紀
万

葉
に
登
場
し
、
貴
族
社
会
に
受
容
さ
れ
た

後
に
は
武
家
政
権
や
戦
国
大
名
に
継
承
さ

れ
て
ゆ
く
。
鷹
狩
文
化
を
保
護
し
た
最
大

の
功
労
者
は
家
康
で
あ
り
、
放ほ
う
よ
う鷹
術
は
幕

末
ま
で
厚
く
保
護
さ
れ
、
維
新
後
は
天
皇

家
に
受
け
継
が
れ
た
。

　

将
軍
家
お
よ
び
天
皇
家
（
宮
内
省
）
に

仕
え
た
の
が
諏
訪

流
鷹
匠
で
あ
る
。

戦
後
、
公
式
の
鷹

狩
は
中
止
さ
れ
、

廃
絶
を
お
そ
れ
た

第
十
六
代
鷹
師
・

花
見
薫
は
民
間
の
田
籠
善
次
郎
に
十
七
代

を
允い
ん
き
ょ許

し
、
伝
来
の
『
鷹
書
』
を
託
し
た
。

一
九
九
五
年
に
こ
の
十
七
代
に
弟
子
入
り
し

た
著
者
は
、
鷹
狩
文
化
を
伝
承
し
て
ゆ
く

こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
、
〇
六
年
早
大

大
学
院
に
入
学
、
〇
七
年
に
は
諏
訪
流
認

定
試
験
に
合
格
し
、
晴
れ
て
鷹
匠
と
な
る
。

　

本
書
で
は
鷹
狩
の
歴
史
、
文
化
と
し
て

の
鷹
狩
の
現
況
と
未
来
を
も
扱
っ
て
い
る

が
、
圧
巻
は
第
二
章
「
鷹
の
調
教
」、
第
三

章
「
鷹
と
野
に
出
る
」
で
あ
る
。
鷹
と
い
う

高
貴
な
猛
禽
を
飼
育
し
、
左
拳
に
据
え
て

実
際
の
狩
に
至
る
ま
で
の
、
数
百
年
間
門

外
不
出
と
さ
れ
て
き
た
極
意
の
逐
一
が
初
め

て
一
般
に
公
開
さ
れ
る
。「
人
鷹
一
体
」
を
追

求
し
鷹
匠
の
こ
こ
ろ
の
体
現
を
目
指
す
著

者
の
、
伝
統
文
化
を
後
世
に
伝
承
し
た
い

と
の
想
い
は
揺
る
ぎ
な
く
、
か
つ
感
動
を
呼

ぶ
。
カ
ラ
ー
口
絵
を
含
み
図
版
多
数
掲
載
。

◇
四
六
判　

二
一
六
頁
＋
カ
ラ
ー
口
絵
四

頁　

定
価
二
三
一
〇
円
（
本
体
二
二
〇
〇

円
）

鷹
匠
の
技
と
こ
こ
ろ　
鷹
狩
文
化
と
諏
訪
流
放
鷹
術

大
塚
紀
子
﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08169-3

「人鷹一体」の極意の全て

著者と鷹

　

二
〇
〇
五―

六
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催

さ
れ
た
大
回
顧
展
に
向
け
、
四
十
年
に
わ

た
る
制
作
秘
話
を
一
挙
公
開
し
た
、
名
著
の

誉
れ
高
い『
写
真
ノ
話
』刊
行
か
ら
早
五
年
。

こ
の
間
の
写
真
集
・
書
籍
の
刊
行
点
数
は

実
に
五
十
以
上
。「
ま
だ
ま
だ
頂
点
に
向
か
っ

て
る
よ
」
と
自
ら
語
る
天
才
ア
ラ
ー
キ
ー
の

勢
い
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

　

荒
木
の
こ
の
五
年
は
、
驚
く
ほ
ど
濃
密
な

時
間
が
流
れ
た
。
七
十
歳
の
誕
生
日
（『
古

希
ノ
写
真
』）、
が
ん
の
告
知
に
よ
る
死
の
気

配（『
東
京
ゼ
ン
リ
ツ
セ
ン
ガ
ン
』『
遺
作 

空
２
』『
東

京
ホ
ー
シ
ャ
セ
ン
』）、
長
年
連
れ
添
っ
た
愛
猫

チ
ロ
の
旅
立
ち
（『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
旅
・
春

の
旅
』『
チ
ロ
愛
死
』）。
そ
の
一
方
で
、
人
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

間
愛

溢
れ
る
肖
像
（『
広
島
ノ
顔
』
や
母
子
像
）
や

軽
や
か
な
グ
ラ
ビ
ア
写
真
（
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
や
緊
縛

の
レ
デ
ィ
・
ガ
ガ
）
な
ど
、
硬
軟
と
り
ま
ぜ
た

多
彩
な
仕
事
ぶ
り
に
は
瞠
目
さ
せ
ら
れ
る
。

今
回
の
「
完
全
版
」
で
は
、
そ
れ
ら
最
新
作

を
含
め
約
三
割
内
容
が
更
新
さ
れ
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
か
ら
現
在
ま
で
の
自
作
を
惜
し

み
な
く
解
説
し
た
本
書
は
、私
写
真
、少
女
、

人
妻
、
エ
ロ
ト
ス
、
日
記
、
日
本
人
ノ
顔
な

ど
、
荒
木
経
惟
を
め
ぐ
る
様
々
な
キ
ー
ワ
ー

ド
に
つ
い
て
自
ら
の
言
葉
で
語
り
な
が
ら
、

女
性
を
美
人
に
撮
る
方
法
や
ア
ン
グ
ル
と
フ

レ
ー
ミ
ン
グ
の
極
意
な
ど
、
具
体
的
な
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
も
伝
授
す
る
、
ま
さ
に
写
真
家
志

望
者
の
た
め
の
超
〈
Ａ
級
〉
教
科
書
。
ブ

レ
な
い
の
に
常
に
革
新
的
で
あ
り
続
け
る
、

ア
ラ
ー
キ
ー
の
才
能
の
秘
密
が
随
所
に
隠
さ

れ
て
い
る
。
写
真
図
版
三
百
点
以
上
収
録
。

◇
四
六
判　

二
八
六
頁　

定
価
二
三
一
〇

円
（
本
体
二
二
〇
〇
円
）

完
全
版   

写
真
ノ
話

荒
木
経
惟
﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08162-4

天才アラーキーのすべて

　

美
術
界
を
震
撼
さ
せ
た
事
件
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
。「
来
歴
」
と
は
美
術
品
が

作
者
の
手
元
を
離
れ
て
か
ら
た
ど
っ
た
経

歴
の
こ
と
を
い
う
。
美
術
品
売
買
で
は
重

要
な
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
作
品
そ
の

も
の
の
質
よ
り
も
来
歴
が
価
値
を
決
め
る

こ
と
も
多
い
。
こ
の
事
件
が
過
去
の
贋
作

事
件
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
犯
人
た
ち

が
作
品
だ
け
で
な
く
、
来
歴
ま
で
も
捏
造

し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

事
件
の
中
心
と
な
る
の
は
、
自
称
・
原

子
物
理
学
研
究
者
の
ド
ゥ
リ
ュ
ー
と
、
元

美
術
教
師
の
マ
イ
ア
ッ
ト
。
生
活
に
困
窮

し
て
い
た
マ
イ
ア
ッ
ト
は
名
画
の
模
写
の

仕
事
が
き
っ
か
け
で
ド
ゥ
リ
ュ
ー
と
知
り

合
い
、贋
作
作
家
と
な
っ
て
し
ま
う
。「
来

歴
が
き
ち
ん
と
し
て
い
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
売
買
は
成
立
す
る
」
と
い
う
美
術
界
特

有
の
慣
習
を
知
っ
た
ド
ゥ
リ
ュ
ー
は
、
寄

贈
や
寄
付
の
約
束
を
餌
に
テ
ー
ト
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
著
名
美
術
館
の
ア
ー
カ
イ
ヴ

に
入
り
、
偽
造
し
た
展
覧
会
目
録
や
売
買

記
録
を
フ
ァ
イ
ル
に
は
さ
み
込
む
。
美
術

館
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
記
録
が
存
在
す
れ
ば
、

マ
イ
ア
ッ
ト
が
描
い
た
贋
作
は
お
墨
つ
き

の
「
ほ
ん
も
の
」
と
な
っ
て
流
通
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

　

何
を
も
っ
て
美
術
品
の
価
値
と
す
る
か

と
い
う
究
極
的
な
問
題
を
問
い
か
け
、
美

術
と
社
会
の
あ
り
方
を
も
考
え
さ
せ
る
一

書
で
あ
る
。

◇
中
山
ゆ
か
り
訳　

四
六
判　

三
五
〇
頁  

定
価
二
七
三
〇
円
（
本
体
二
六
〇
〇
円
）

偽
り
の
来
歴   

20
世
紀
最
大
の
絵
画
詐
欺
事
件

レ
ニ
ー
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
、
ア
リ
ー
・
ス
ジ
ョ﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-08161-7

贋作はこうして「ほんもの」とされた



◉新刊◉

「
灯
台
守
の
話
」

U175ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
ソ
ン﹇
作
﹈ 

ISBN
978-4-560-07175-5

白水

文庫クセジュ

ブックス

「
カ
ン
ギ
レ
ム  

生
を
問
う
哲
学
者
の
全
貌

」

Q960ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ル
ク
ー
ル﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-50960-9

「
オ
レ
ン
ジ
だ
け
が
果
物
じ
ゃ
な
い
」

U176ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
ソ
ン﹇
作
﹈ 

ISBN
978-4-560-07176-2

「
喪
の
悲
し
み
」

Q961マ
リ=

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
バ
ッ
ケ
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ヌ
ス﹇
著
﹈ 

ISBN
978-4-560-50961-6

「
100
の
地
点
で
わ
か
る
地
政
学
」

Q962パ
ス
カ
ル
・
ゴ
ー
シ
ョ
ン
、
ジ
ャ
ン=

マ
ル
ク
・
ユ
イ
ス
ー﹇
編
﹈ 

ISBN
978-4-560-50962-3

オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
、
他
６
名﹇
著
﹈

　

日
本
を
代
表
す
る
劇
作
家
、
井
上
ひ
さ

し
氏
の
演
劇
精
神
を
探
る
一
冊
。
昨
年
井

上
氏
は
惜
し
く
も
他
界
し
た
が
、
本
書
で

は
最
後
の
作
品
と
な
っ
た
『
組
曲
虐
殺
』

ま
で
の
全
七
十
数
作
品
を
も
と
に
し
な
が

ら
、
と
く
に
井
上
氏
が
全
力
を
注
い
で
き

た
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト
「
こ
ま
つ
座
」
の
活
動

を
中
心
に
据
え
な
が
ら
、
氏
の
多
彩
で
奥

深
い
演
劇
世
界
を
再
考
し
て
い
く
。

　

こ
ま
つ
座
で
は
、
公
演
の
た
び
に
演
劇

雑
誌
「
t
h
e
座
」
が
発
行
さ
れ
る
。
本

書
の
特
色
の
ひ
と
つ
は
、
同
誌
冒
頭
に
掲

載
さ
れ
た
井
上
氏
の
「
前
口
上
」（
一
部

「
後
口
上
」）
五
十
三
本
を
収
録
し
た
こ
と

で
あ
る
。
作
品
へ
の
思
い
や
背
景
を
綴
っ

た
前
口
上
集
は
、
氏
の
演
劇
世
界
を
理
解

す
る
上
で
重
要
だ
。
ま
た
未
完
に
終
わ
っ

た
も
の
の
、「
t
h
e
座
」
誌
上
に
連
載

さ
れ
た
「
服
部
良
一
物
語
」
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
流

れ
を
一
人
の
作
曲
家
の
半
生
に
重
ね
合
わ

せ
な
が
ら
、
同
時
に
自
身
の
音
楽
面
で
の

自
己
形
成
史
を
語
る
こ
の
物
語
は
、「
日

本
の
ブ
レ
ヒ
ト
」
と
称
さ
れ
る
井
上
氏
を

知
る
手
が
か
り
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

他
に
も
編
者
が
井
上
氏
に
行
っ
た
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
は
、笑
い
、信
仰
、言
葉
と
い
っ

た
氏
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
わ
か
り
や

す
く
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
し
、
編
者
に
よ

る
井
上
氏
の
論
評
も
、「
時
間
の
ユ
ー
ト

ピ
ア
」
を
目
指
し
た
こ
ま
つ
座
で
の
氏
の

核
を
掘
り
起
こ
し
て
い
る
。
静
か
に
振
り

返
り
な
が
ら
一
読
し
た
い
一
冊
だ
。

◇
Ａ
５
判　

二
四
四
頁　

定
価
二
七
三
〇

円
（
本
体
二
六
〇
〇
円
）

井
上
ひ
さ
し

扇
田
昭
彦
﹇
責
任
編
集
﹈ 

ISBN
978-4-560-09412-9

井上戯曲の根底に流れるもの

【
日
本
の
演
劇
人
】

　
「
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ロ
ウ
ズ
」U
nder 

the rose

（
薔
薇
の
花
の
下
）
と
は
、
英

語
で
「
秘
密
に
」
と
い
う
意
味
の
イ
デ
ィ

オ
ム
。
秘
密
が
、
わ
く
わ
く
と
心
と
き
め

く
も
の
か
ら
、
重
く
心
縛
る
も
の
に
変
化

す
る
の
は
い
つ
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

自
分
の
未
来
が
決
ま
っ
て
な
い
と
い
う
こ

と
が
、
自
由
と
希
望
の
輝
き
か
ら
、
不
安

と
諦
め
の
暗
さ
へ
と
変
化
す
る
の
は
い
つ

か
ら
だ
ろ
う
。
薔
薇
の
花
の
下
で
、
見
え

な
い
未
来
に
微
笑
む
こ
と
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か―

。

　

本
書
は
、「
ポ
ス
ト
い
じ
め
世
代
」
の

可
能
世
界
を
め
ぐ
る
待
望
の
新
作
戯
曲
。

中
学
生
の
と
き
、
い
じ
め
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
う
か
で
、
そ
の
後
の
人
生
は
大
き

く
左
右
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

Ｓ
Ｆ
的
な
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
の
設
定
も

た
く
み
に
描
き
出
す
。

　

美
少
女
ア
イ
ド
ル
さ
な
が
ら
の
人
気
を

集
め
る
小
説
家
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
た
霊
感
商
法
の
「
教
祖
」
た
ち
を
も

巻
き
込
み
な
が
ら
、
物
語
は
、
ド
タ
バ
タ

と
コ
ミ
カ
ル
に
、
そ
し
て
切
実
に
、
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
て
ゆ
く
。

　

主
人
公
は
、
い
じ
め
の
加
害
者
に
復
讐

す
る
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
カ
ル
ト
な

支
持
を
集
め
る
さ
な
か
、「
本
当
の
敵
」

と
の
闘
い
に
さ
ら
さ
れ
る
…
…
。

　

薔
薇
の
花
の
下
で
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
う
人

び
と―

「
空
震
同
盟
」
は
、
あ
な
た
を

待
っ
て
い
る
。

◇
四
六
判　

一
八
六
頁　

定
価
一
九
九
五

円
（
本
体
一
九
〇
〇
円
）

ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ロ
ウ
ズ

鴻
上
尚
史
﹇
作
﹈ 

ISBN
978-4-560-08167-9

「ポストいじめ世代」の可能世界

　

狂
信
的
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
母
か

ら
特
殊
な
英
才
教
育
を
受
け
て
育
っ
た

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
は
、
幼
く
し
て
説
教
壇
に

立
つ
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
学
校
で
は
、

地
獄
の
恐
ろ
し
さ
を
迫
真
の
描
写
力
で

語
っ
て
級
友
た
ち
を
震
え
上
が
ら
せ
た
り
、
何
か
と
過
激
な
言
動
が
目

立
っ
て
問
題
児
扱
い
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
、
そ
ん
な
彼
女
に
も
恋
を
知

る
時
が
訪
れ
る
。
そ
れ
自
体
〈
神
の
子
〉
に
は
許
さ
れ
ぬ
こ
と
な
の
に
、

よ
り
に
よ
っ
て
相
手
は
…
…
。
以
来
、
彼
女
に
は
恐
る
べ
き
〈
受
難
〉
が

待
っ
て
い
た―

　

作
者
自
身
の
経
験
に
基
づ
く
半
自
伝
的
小
説
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
は

単
な
る
悲
劇
と
し
て
語
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
意
表
を
つ
く
奇
想
天
外

な
挿
話
が
諧
謔
の
ス
パ
イ
ス
と
し
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
差
し
挟
ま
れ
、
苦

味
の
混
じ
っ
た
独
特
な
笑
い
を
誘
う
。
ウ
ィ
ッ
ト
ブ
レ
ッ
ド
賞
最
優
秀
処

女
作
賞
受
賞
作
！

◇
岸
本
佐
知
子
訳　

新
書
判　

二
九
六
頁　

定
価
一
四
七
〇
円
（
本
体

一
四
〇
〇
円
）

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
最
涯
の
港
町
で
暮

ら
す
十
歳
の
少
女
シ
ル
バ
ー
は
、
不
慮

の
事
故
で
母
を
亡
く
し
、
み
な
し
児
と

な
る
。
彼
女
を
引
き
取
っ
た
の
は
、

二
百
年
以
上
生
き
て
い
る
と
い
う
盲
目

の
灯
台
守
ピ
ュ
ー
。
シ
ル
バ
ー
は
見
習
い
と
し
て
、
こ
の
不
思
議
な
老
人

と
灯
台
で
暮
ら
し
始
め
る
。

　

光
を
守
る
こ
と
と
な
ら
ん
で
重
要
な
灯
台
守
の
仕
事
は
、
物
語
を
語
る

こ
と
。
シ
ル
バ
ー
は
、
ピ
ュ
ー
が
語
る
牧
師
ダ
ー
ク
の
話
に
惹
か
れ
て
い

く―

百
年
前
こ
の
町
に
生
き
た
ダ
ー
ク
は
、
聖
職
者
で
あ
り
な
が
ら
妻

を
苛
み
、
再
会
し
た
か
つ
て
の
恋
人
と
別
の
町
で
睦
み
あ
う
、
二
重
生
活

者
だ
っ
た
。

　

や
が
て
シ
ル
バ
ー
は
ダ
ー
ク
の
日
記
を
携
え
て
、「
真
実
の
愛
」
を
求

め
旅
に
出
る
。
シ
ル
バ
ー
と
ダ
ー
ク
、
二
つ
の
魂
の
遍
歴
の
物
語
が
響
き

あ
い
、
交
差
す
る
、
天
才
ウ
ィ
ン
タ
ー
ソ
ン
の
傑
作
長
編
！

◇
岸
本
佐
知
子
訳　

新
書
判　

二
六
〇
頁　

定
価
一
三
六
五
円
（
本
体

一
三
〇
〇
円
）

■
響
き
あ
い
、交
差
す
る
、二
つ
の
孤
独
な
魂
の
遍
歴

■
奇
想
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
満
ち
た
半
自
伝
的
小
説

　

あ
の
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
が
、
み
ず
か

ら
の
方
法
論
上
の
師
と
仰
ぎ
、
六
〇
年
代
フ

ラ
ン
ス
思
想
の
隠
れ
た
源
泉
の
ひ
と
つ
と
し

て
位
置
づ
け
た―

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
カ
ン
ギ

レ
ム
（
一
九
〇
四
〜
九
五
年
）
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
科
学
認
識
論
を
代
表
す
る
哲
学
者
だ
。
医

師
で
も
あ
り
、
科
学
認
識
論
を
生
命
科
学
や

医
学
の
領
域
へ
と
広
げ
た
。
フ
ラ
ン
ス
科
学

認
識
論
と
い
う
と
、
科
学
的
概
念
の
展
開
を

分
析
す
る
学
問
で
、
い
わ
ゆ
る
実
存
的
な
問

題
に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
ら
な
い
と
い
う
印
象

が
あ
る
。
だ
が
、
カ
ン
ギ
レ
ム
は
、
人
間
を

生
命
体
と
し
て
捉
え
、「
経
験
の
な
か
に
あ
る

素
朴
な
も
の
」
に
根
ざ
し
て
判
断
す
る
。
そ

れ
は
た
と
え
ば
患
者
の
苦
痛
や
、そ
の
声
だ
。

　

本
書
で
は
、
こ
ん
に
ち
の
フ
ラ
ン
ス
科
学

認
識
論
を
牽
引
し
、
カ
ン
ギ
レ
ム
の
愛
弟
子

で
も
あ
っ
た
著
者
が
、
そ
の
思
索
の
す
べ
て

と
、
ユ
ニ
ー
ク
な
生
涯
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

◇
沢
崎
壮
宏
、
竹
中
利
彦
、
三
宅
岳
史
訳  

新
書
判　

一
四
四
頁　

定
価
一
一
〇
三
円

（
本
体
一
〇
五
〇
円
）

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
災
害
に
よ
っ

て
、
理
不
尽
な
か
た
ち
で
愛
す
る
人
を
奪
わ

れ
た
悲
し
み
に
対
し
て
、「
喪
の
作
業
」
は
き

わ
め
て
重
要
だ
。

　

本
書
は
ま
ず
、
悲
し
み
に
く
れ
る
人
の
心

身
の
経
過
を
た
ど
る
。
直
後
の
反
応
に
続
い

て
、
抑
う
つ
段
階
が
み
ら
れ
、
こ
れ
が
喪
の

作
業
の
中
心
を
占
め
て
い
る
。
や
が
て
そ
の

死
を
受
け
入
れ
、
落
ち
込
む
こ
と
な
く
故
人

の
こ
と
を
思
い
出
せ
る
よ
う
に
な
る
と
き
ま

で
、
周
囲
は
そ
の
時
間
を
尊
重
し
、
寄
り
添

う
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、有
効
な
寄
り
添
い
方
、

援
助
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
る
。
一
方
、
子
供

の
場
合
、
そ
の
喪
の
様
子
は
大
人
と
は
大
き

く
異
な
る
。こ
の
子
供
に
つ
い
て
の
解
説
で
は
、

「
子
供
を
葬
儀
に
参
加
さ
せ
る
べ
き
か
？
」「
お

母
さ
ん
は
お
空
の
上
に
い
る
、
と
い
う
説
明

は
ど
う
か
？
」
な
ど
、
か
な
り
実
践
的
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
喪
の
悲
し
み
の
中
に
い
る

人
の
力
に
な
る
た
め
の
す
ぐ
れ
た
手
引
書
！

◇
西
尾
彰
泰
訳　

新
書
判　

一
七
二
頁　

定

価
一
一
〇
三
円
（
本
体
一
〇
五
〇
円
）

　

今
、
世
界
で
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る

１
０
０
の
場
所
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
パ
ワ
ー

の
力
学
が
働
く
点
と
線
と
面
を
と
ら
え
て
、

４
つ
に
分
類
し
て
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
の
パ

ワ
ー
と
は
、
権
力
を
含
め
た
「
勢
い
」
と
い
う

意
味
で
の
力
を
さ
し
て
い
る
。
４
分
類
は
、
パ

ワ
ー
を
発
す
る
都
市
、
勢
力
図
が
織
り
成
さ

れ
る
空
間
（
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
を

含
む
）、
水
路
や
石
油
パ
イ
プ
・
ラ
イ
ン
と
い
っ

た
制
圧
の
標
的
と
な
る
場
所
、
そ
し
て
半
数

以
上
を
占
め
る
、
権
力
の
対
決
が
生
ん
だ
紛

争
地
で
あ
る
。

　

沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
、
メ
キ
シ
コ
の
チ
ア
パ
ス
、

ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
、
油
田
地
帯
ギ
ニ
ア
湾
、
水

紛
争
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
や
ナ
イ
ル
川
な
ど
、
日
本

で
は
そ
れ
ほ
ど
く
わ
し
く
報
道
さ
れ
て
い
な
い

国
際
的
緊
張
や
変
動
に
つ
い
て
の
知
識
を
補

い
、
よ
り
現
実
的
な
世
界
観
を
与
え
て
く
れ

る
、
読
み
ご
た
え
の
あ
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
だ
。

◇
斎
藤
か
ぐ
み
訳　

新
書
判　

一
五
〇
頁   

定
価
一
一
〇
三
円
（
本
体
一
〇
五
〇
円
）
10

月
中
旬
刊



「トルコ語」

【主な使用地域】
 トルコ共和国、キプロスの一部
【話者数】およそ7500万人
【使用文字】ラテン文字にトルコ語
 固有の文字が加わり合計29字
【あいさつしてみよう】
  Merhaba !

リレーエッセイ 「不倫ドラマ」でトルコ語学習
　昨年の第 60 回ベルリン国際映画祭で『蜂蜜』（原題
Bal）が金熊賞を受賞するなど、近年トルコ映画が注目
の的であるが、トルコのドラマも負けてはいない。日本
ではほとんど知られていないが、現地新聞報道によると、
トルコでは昨年 70 を超える連続ドラマが近隣約 20 か
国に輸出され、5000 万ドルを稼いだという。日本には
まだ入ってきていないが、ありがたいことにそのほと
んどはネットで無料視聴することができる。現在トル
コで大ヒット放送中の『華麗なる世紀』（原題Muhteşem 
yüzyıl、スレイマン大帝を描いた大河ドラマ）をはじめ、
コメディー、ホームドラマ、悲恋もの、刑事もの等、様々
なジャンルがある。片っ端から視聴したいのだが、ト
ルコのドラマは１話あたり約 90 分あり、最低でも 40
話、長いものは 100 話を越すので、何でもというわけ
にはいかない。１つの作品をじっくり味わいたい私が縁
あって視聴しているのが、『禁じられた恋』（原題 Aşk-ı 
Memnu）。題名から想像される通り不倫を扱ったドラマ
だ。オスマン帝国末期の 1899 年に発表された同名の小
説を現代に置きかえて製作され、2008 ～ 2010 年に放

送されたこのドラマは、トルコ国内での放送全般に目を
光らせるラジオ・テレビ高等機構（RTÜK）より、主役
2人の不倫シーン（日本のドラマと比べると大したこと
はない）やドラマで描かれている内容が社会に悪影響を
与えている、とたびたび警告されたにも関わらず大ヒッ
ト、最終回はテレビをつけている家庭の２つに１つが視
聴していたという。イタリアではリメイク版を製作・放
送予定だそうだ。
　イスタンブールのボスフォラス海峡沿いに建つ大邸宅
に住む上流一家と彼らの生活を支える召使い一家が繰り
広げる日々の生活や恋愛模様を描いたこのドラマ、ただ
観るだけでもおもしろいのだが、トルコ語の学習教材に
打って付けなのだ。何せ不倫の物語なのでストーリー
がわかりやすい。登場人物同士の会話を聞き取ることに
よってヒアリング力が養われるし、セリフにふんだんに
盛り込まれていることわざや慣用表現は語彙力を豊かに
してくれる。１回で聞き取れなければ何度でも繰返して
聞けるのもいい。トルコ語学習者といえばそのほとんど
は入門レベルに留まっていたが、近年徐々に増えてきた
上級レベル学習者向けの授業で、是非このドラマを使っ
てみようと思っている。 （トルコ語通訳・翻訳・語学講師）

第8回

野田納嘉子

◉語学書新刊◉◆白水社ホームページで、語学書新刊の見本ページがご覧になれます。

「独検対策2級新問題集」【CD付】 岡本順治、岡本時子［編著］

　２級は中級ドイツ語への第１関門。本書は 2008 年秋から
新設されたこの２級をクリアするために、実際の試験に沿っ
て「小問題」「読解力を問う問題」「聞き取り」の各章で過去
問題を徹底的に分析し、更に「学習のポイント」で必須事項
を分かりやすく解説していきます。この解説では初級の参考
書ではあまり出てこない中級レベルの文法や語法もカバーさ
れています。仕上げは例題で準備は万全。巻末に２級攻略に
必須の動詞句 112 を付けました。CDには聞き取り問題だけ
でなく、長文問題、会話文、動詞句 112 も録音されています。
 ◇ A5判　139 頁　定価 2310 円（本体 2200 円）

ISBN978-4-560-08575-2

「独検対策4級・3級問題集［三訂版］」【CD2枚付】 恒吉良隆［編著］

　独検合格を目指す人のためのロングセラーの最新版です。
　本書は文法事項を中心に、主に発音、文法、会話文、読解
文、聞き取りを軸に構成されています。それぞれの場合で過
去十数年の出題傾向を詳細に分析し、過去問と練習問題とで
徹底的にクリアーしていきます。
　受験者にとって不安な聞き取り問題も、本書があればダイ
ジョーブ！　付属のＣＤには聞き取り問題が実際の形で収録
されていますので、大いに心強いでしょう。しかも巻末には
必須単語集 1700 も付き、独検合格を受けあいます。
 ◇ A5判　195 頁　定価 2415 円（本体 2300 円）

ISBN978-4-560-08576-9

「ニューエクスプレス グルジア語」【CD付】 児島康宏［著］

　カフカス山脈のふもと、黒海を臨むグルジア。あまたの民
族が行き交う地で歴史ある文化を誇り、最近はワインや映画
などを通して、またグルジア出身の力士の活躍から、少しず
つ身近な国になりつつあります。グルジア語は、見慣れない
文字、動詞の複雑な変化など、最初はちょっと大変そうに見
えますが、ただいたずらに難しいわけではありません。一歩
一歩勉強を進めるうち、だんだんグルジア語独特のしくみが
感じられることでしょう。日本初の音声つき教材で、グルジ
ア語の豊かな世界へ踏み出してみませんか。
 ◇ A5判　146 頁　定価 3150 円（本体 3000 円）

ISBN978-4-560-08573-8

ボ
ス
フ
ォ
ラ
ス
海
峡
（
写
真
提
供

：

ト
ル
コ
共
和
国

大
使
館
・
文
化
広
報
参
事
官
室
）

（メルハバ）
こんにちは！

「スペイン語検定対策3級問題集」【CD付】 青砥清一［編著］

　過去問を掲載した待望の問題集。3級は文法を一通り修了
し、新聞などが読めるレベルです。文法の知識が問われる 4
級までとは異なり、3級は長めの文の読み書きが中心で、文
章体や教養語も多く使われます。この本では中級文法の復習
問題から始め、最新の傾向を分析し出題形式にそった練習問
題で確実に実戦力アップ。語句や読解のポイントも丁寧に解
説しました。付属の CDで二次面接にも対応。2回の模擬試
験で本番への自信をつけましょう。巻末には難易度の高い語
彙をまとめた単語集も。この一冊で西検合格！
 ◇ A5判　177 頁　定価 2310 円（本体 2200 円）

ISBN978-4-560-08570-7

「ヘブライ語文法ハンドブック」 池田 潤［著］

　ヘブライ語は、3000年以上の歴史を有する非常に古い言語
ですが、一度は日常の話しことばとしての機能を失い、約100
年前に復活した「古くて新しい」言語です。多くの言語が絶
滅の危機に瀕している現在、ヘブライ語の「復活」劇は一筋
の希望として言語学者の注目を集めています。本書は、イス
ラエルの公用語である現代ヘブライ語の待望久しい文法書で
す。文字と発音から語順や構成要素にいたるまで、そのしくみ
を日本語や英語との比較から詳しく解説していきます。時代に
よる変遷やさまざまなヴァリエーションにも言及。巻末変化表、
文法索引付。 ◇ A5判　280頁　定価4410円（本体4200円）

ISBN978-4-560-08572-1

「韓国語プラクティス100」【CD2枚付】 増田忠幸［著］

　「かたち」や「しくみ」がわかったら、今度は実際に話し
てみたいものです。本書では、通訳の基礎的な練習方法を取
り入れました。実際に使える表現が身につくよう、さまざま
な文型を用いて自分のいいたいことを「つたえるプラクティ
ス 60」と、接続詞を使って理由や条件を説明し文を「つな
げるプラクティス 40」の２部構成にしました。いろいろな
場面に対応できるように、シンプルで無理なく使える 100
のプラクティスと関連表現を練習することができます。
 ◇ A5判　150 頁　定価 2310 円（本体 2200 円）

ISBN978-4-560-08571-4「中国語検定対策2級問題集」【CD2枚付】 伊藤祥雄［編著］

　過去問を掲載し、狙われやすいポイントを解説した問題集。
「基礎づくり完成」のレベルとされる 2級は、語彙力と読解
力の勝負です。類義語や慣用句の問題は、知らなければお手
上げのものもあり、地道に覚えるほかありません。といって
も膨大な数の語彙をカバーするのは至難の業。そこで本書で
は、覚えておきたい頻出語句を提示するとともに、文意を正
確にとらえることで正答に近づく力を養います。
　リスニング問題は、実際の試験と同じ形式で CD2 枚に収
録。巻末には模擬試験・慣用句リスト付。
 ◇２色刷　A5判　189 頁　定価 2415 円（本体 2300 円）

ISBN978-4-560-08574-5

日本語のプロと外国語のプロが力を合わせた画期的なシリーズ。
文法だけではわからない日本語との発想の違いを楽しみながら、
日本語の自然な表現を外国語にしていく過程を伝授します。

「日本語から考える！ 英語の表現」
関山健治、山田敏弘［著］ ◇四六判　165頁　定価1995円（本体1900円）

ISBN978-4-560-08578-3

《日本語から考える！》シリーズ新刊大好評！

「日本語から考える！ ポルトガル語の表現」
市之瀬 敦、山田敏弘［著］ ◇四六判　165頁　定価1995円（本体1900円）

ISBN978-4-560-08577-6

【こんな日本語をあなたの好きなあの外国語で伝えられますか】
■わあ、おいしそう。■お茶がはいりましたよ。休憩しましょうか。
■「あら、どちらへお出かけですか。」「ちょっとそこまで。」

◎好評既刊◎ 日本語から考える！ フランス語の表現／日本語から考える！ ドイツ語の表現／日
本語から考える！ スペイン語の表現／日本語から考える！ イタリア語の表現／日本語から考え
る！ 中国語の表現／日本語から考える！ 韓国語の表現 ◇各定価1995円（各本体1900円）



　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
知
的
生
産

の
現
場
を
大
き
く
変
え
た
。
大
量
の
情
報

が
瞬
時
に
行
き
交
う
「
デ
ジ
タ
ル
情
報
革

命
」
は
今
も
進
行
中
だ
が
、
一
方
で
、
多
く

の
人
が
情
報
過
多
に
陥
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
私
の
研
究
室
に
は
毎
日
数

十
通
の
電
子
メ
ー
ル
が
届
く
。
専
門
に
関

す
る
最
新
動
向
を
知
る
に
は
、
ウ
ェ
ブ
上
の

国
際
学
術
雑
誌
や
論
文
集
に
目
を
通
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
を
離
れ
て
も
、

読
ん
で
お
き
た
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ブ
ロ
グ
・

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
テ
レ
ビ
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
な
ど
、
私
も
既
に

情
報
過
多
の
状
態
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
質
の
良
い
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を

心
掛
け
よ
う
と
思
え
ば
、
良
質
の
情
報
を

大
量
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。
し
か
し
私
は
、
そ
も
そ
も
情
報
が
多

す
ぎ
る
と
、
人
が
本
来
も
っ
て
い
る
創
造
力

を
退
化
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と

危
惧
す
る
。
研
究
の
み
な
ら
ず
、
日
常
生

活
に
と
っ
て
も
深
刻
な
問
題
と
な
り
か
ね
な

い
。

　

情
報
過
多
は
、
食
べ
物
の
摂と

り
過
ぎ
に

時事通信中国総局特派員

◇かまた・ひろき＝京都大学教授。理学博士。専門は火山学・地球科学・科学コミュニケーション。著書に『火山と地震の国に暮らす』（岩波書店）、
『マグマという名の煩悩』（春秋社）、『座右の古典』『知的生産な生き方』（東洋経済新報社）、『世界がわかる理系の名著』（文春新書）など多数。

情
報
の
海
に
溺
れ
な
い
た
め
に

よ
っ
て
生
じ
る
栄
養
過
多
と
置
き
換
え
れ

ば
分
か
り
や
す
い
。
近
年
、
日
本
中
が
グ

ル
メ
ブ
ー
ム
で
、
お
い
し
い
も
の
を
た
ら
ふ

く
食
べ
る
こ
と
が
幸
福
の
要
件
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
美
味
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

人
は
誘
惑
に
勝
て
ず
、
必
要
以
上
に
食
べ

過
ぎ
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
胃
腸
を
壊

し
た
り
、
永
年
の
栄
養
過
剰
が
た
た
っ
て
成

人
病
に
な
っ
た
り
す
る
。

　

こ
れ
と
似
た
こ
と
が
情
報
に
つ
い
て
も
言

え
る
の
で
は
な
い
か
。
満
腹
で
は
い
か
に
豪

華
な
料
理
を
出
さ
れ
て
も
食
欲
が
わ
か
な

い
よ
う
に
、
情
報
を
詰
め
込
み
す
ぎ
た
頭

脳
に
は
、
肝
心
の
知
的
好
奇
心
が
衰
え
て

し
ま
う
。
こ
れ
で
は
新
し
い
発
想
の
も
と
に

思
考
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

伸
び
き
っ
た
ゴ
ム
に
は
弾
力
性
が
な
い
よ

う
に
、
情
報
過
多
に
陥
っ
た
頭
は
柔
軟
性

が
そ
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
私
の
よ
う
に
研
究

を
生な
り
わ
い業
と
し
て
い
る
場
合
は
、
新
し
い
発

想
が
生
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
仕
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
勝

負
の
分
か
れ
目
と
な
る
。
そ
の
際
に
は
、
情

報
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
に
絶
え
ず
頭
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大

切
な
の
だ
。

　

か
つ
て
、
宴
会
の
酒
席
に
出
か
け
る
前
に

胃
腸
薬
を
飲
む
Ｃ
Ｍ
が
テ
レ
ビ
で
流
れ
て
い

た
。
ま
る
で
薬
の
力
で
飲
食
量
を
さ
ら
に
増

や
そ
う
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
で

は
本
当
に
お
い
し
い
食
物
を
味
わ
う
感
性

が
摩
滅
し
て
ゆ
く
に
違
い
な
い
。

　

本
の
世
界
も
そ
う
で
あ
る
。
書
店
に
は

既
に
氾
濫
し
て
い
る
情
報
に
立
ち
向
か
う

よ
う
に
、
新
刊
書
が
流
れ
込
ん
で
く
る
。

過
剰
な
新
刊
が
さ
ら
に
大
量
の
新
刊
を
呼

び
込
む
悪
循
環
が
止
ま
ら
な
い
。
こ
ん
な
こ

と
を
続
け
て
い
れ
ば
、
書
籍
が
本
来
も
つ
貴

い
価
値
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
伝
わ
ら
な

い
で
は
な
い
か
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
本
当
に
必
要
な
情
報

の
み
を
厳
選
し
て
頭
に
入
れ
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。
一
番
お
い
し
く
料
理
を
食
べ
る
秘
訣

は
、
お
腹
を
空
か
せ
る
こ
と
だ
。
同
様
に
、

知
的
な
空
腹
感
が
あ
っ
て
初
め
て
、
苔こ
け

が
水

を
吸
う
よ
う
に
知
識
が
頭
の
中
に
吸
収
さ

れ
る
。
何
で
も
か
ん
で
も
新
し
い
情
報
に
飛

び
つ
く
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
遠
ざ
け
る
勇

気
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。
と
い
っ
て

私
自
身
、
実
は
こ
れ
が
決
し
て
簡
単
で
な
い

こ
と
を
毎
日
感
じ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
。

　

私
が
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
古
典
の
一
節
に
巡め
ぐ

り
会
っ
て

か
ら
で
あ
る
。『
論
語
』
学が
く
じ而

篇
の
四
章
に

「
吾わ

れ
日
に
三
た
び
吾
が
身
を
省
か
え
りみ
る
」
と

い
う
有
名
な
句
が
あ
る
。
私
は
一
日
に
何
度

も
わ
が
身
を
振
り
返
っ
て
反
省
し
ま
す
、
と

い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。

　

こ
の
「
省
」
と
い
う
漢
字
の
意
味
に
つ
い

て
、
陽
明
学
者
の
安
岡
正
篤
が
興
味
深
い

指
摘
を
し
て
い
る
（『
知
命
と
立
命
』
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
社
）。「
省
」
に
は
元
来
「
は
ぶ
く
」

と
「
か
え
り
み
る
」
の
両
方
の
意
味
が
あ
る
。

情
報
過
多
の
日
常
か
ら
ど
う
で
も
よ
い
こ
と

を
省
き
、
毎
晩
少
し
ず
つ
古
典
を
読
み
自

ら
の
人
生
を
省
み
る
、
と
解
釈
で
き
る
。

　

世
の
中
に
は
知
恵
の
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た

古
典
が
数
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
忙
し
さ

に
か
ま
け
て
、
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
ず
に

日
々
を
送
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
こ
う
し

た
状
態
を
反
省
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
ま
さ
に
各
人
の
意
識
の

持
ち
方
に
よ
る
。

　

現
代
人
は
毎
日
が
忙
し
い
の
は
活
動
的

で
良
い
状
態
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
帳
を
真
っ
黒
に
し
て
自
慢
げ
に
見

せ
る
人
が
、
周
囲
に
少
な
か
ら
ず
い
る
だ
ろ

う
。
世
の
中
の
動
き
に
遅
れ
た
く
は
な
い
と

誰
も
が
思
う
か
ら
だ
。
ま
た
、
忙
し
く
仕

事
に
追
わ
れ
て
い
な
い
と
不
安
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、「
忙
」
と
い
う
字
は
「
心
を
亡

く
す
」
と
書
く
。
人
は
多
忙
に
な
る
と
本

来
の
自
分
を
失
い
、
本
質
的
な
「
活
き
た

時
間
」の
過
ご
し
方
が
で
き
な
く
な
る
。ネ
ッ

ト
社
会
の
到
来
は
、
二
十
四
時
間
ひ
と
を

惹ひ

き
付
け
る
情
報
が
や
っ
て
く
る
危
険
性

を
意
味
す
る
。
心
を
失
っ
て
ま
で
情
報
に
振

り
回
さ
れ
る
こ
と
は
、
何
と
し
て
も
避
け
た

い
と
私
は
思
う
。
こ
の
情
報
は
手
に
入
れ
る

価
値
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
自
問
自
答
す

る
余
裕
が
必
要
な
の
だ
。

　

高
度
情
報
化
社
会
は
人
間
を
際
限
な
く

忙
し
く
さ
せ
る
。
情
報
過
多
が
柔
軟
性
と

判
断
力
を
削そ

ぐ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
心
し

て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
情
報
の

海
に
溺
れ
ず
に
す
む
簡
単
な
道
は
、
日
に

三
省
す
る
こ
と
だ
と
『
論
語
』
は
教
え
て
い

る
。
古
典
を
読
む
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、い
っ

と
き
雑
事
を
離
れ
て
自
分
を
取
り
戻
す
時

間
を
も
つ
こ
と
だ
。
デ
ジ
タ
ル
情
報
革
命

を
乗
り
き
る
に
は
、
実
は
二
千
五
百
年
前
の

知
恵
が
役
に
立
つ
。

鎌田浩毅

「
■若い記者は共産党の壁を打ち破れるか

城 山 英 巳

◇しろやま・ひでみ＝『中国共産党「天皇工作」
秘録』（文春新書）で第 22回アジア・太平洋
賞特別賞受賞。他の著書に、『中国臓器市場』（新
潮社）、『中国人一億人電脳調査』（文春新書）。

　時事通信特派員として８月１２日、北京に駐在
を始めた。２度目の北京長期駐在になるが、筆者
の関心は、中国社会がいかに変容するか観察する
ことにある。その中でも、社会の変化を促す新興
メディアが、メディアを統制する共産党中央宣伝
部といかに戦っているか、そして若い記者たちは
果たしてこの巨大機関の壁を突破できるのか、と
いうことだ。
　共産党・政府が支配する官製メディアとは違い、
調査報道と独自の視点で大衆の人気を集める新
聞・雑誌の記者たちと食事を共にする機会があっ
た。話題は、９月初め、北京の人気大衆紙「新京報」
と「京華時報」が、北京市共産党委員会宣伝部
の直接管理下に入ったことに集中した。共産党の
メディア統制に対する彼ら彼女ら、若い記者の懸
念は強い。
　しかしその背後には、社会の暗部を暴こうとし
て「イケイケ」となる調査報道記者の盛り上がり
と、その記事を読んだ民衆が反体制感情を高める
ことに対する共産党の危機感がある。一党独裁体
制を揺り動かしかねないと見ているのだ。
　「７・２３（浙江省での高速鉄道脱線事故）で（当
局はメディアを）抑え切れなくなった」。ある新聞
編集幹部はこう漏らした。高速鉄道事故では、ツ
イッターと機能が似た「微博」と呼ばれるミニブ
ログが大活躍。事故に遭遇した人たちのつぶやき
が、国営新華社通信の速報を圧倒し、「微博」に
は鉄道省への批判が集まった。記者たちはこうし
た世論の後押しを受け、「鉄道省解体論」まで掲
げた。その結果として、批判の急先鋒だった「新
京報」などへの引き締めである。
　ある記者は共産党管轄の新聞から、人気新聞「南
方週末」に移った。「私のいた新聞で報じられな
いことを『新京報』が報じている」と不満を感じ
たからだ。「報じられない」ことに対する記者たち
の欲求不満が、社会を変える原動力になっている。
　しかし先行きは険しい。ある中国人弁護士は「北
京のＡ紙は以前、すごくおもしろかった。しかし
今はどうか。『新京報』と（党系列の管轄となった）
Ａ紙を比べたら一目瞭然。Ａ紙はすぐ読み終わっ
てしまう」と語った。北京の良心とも評され、混
沌とした中国社会を監視し続けた「新京報」も読
み応えのない新聞に成り下がるのか。

中国を 読む

◇
こ
い
け
・
ま
さ
よ
＝
一
九
五
九
年
東
京
生
ま
れ
。
著
書
に
、
詩
集
『
コ
ル
カ
タ
』『
バ
バ
、
バ
サ
ラ
、
サ
ラ
バ
』、

小
説
『
タ
タ
ド
』『
弦
と
響
』、
エ
ッ
セ
イ
『
屋
上
へ
の
誘
惑
』
な
ど
。
近
著
に
『
文
字
の
導
火
線
』『
黒
蜜
』。

小
池
昌
代

（
三
）「
燃
え
る
」

　

仕
事
を
終
え
て
横
に
な
っ
た
。
夢
の
世
界

に
入
り
か
け
た
と
き
、
大
音
響
が
鳴
り
響
い

た
。
午
前
三
時
。
あ
た
り
は
ま
だ
、
真
っ
暗

で
あ
る
。

　

ア
パ
ー
ト
の
ど
こ
か
で
、
警
報
音
が
鳴
り

響
い
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く
鳴
り
止
む

気
配
が
な
い
。
え
？　

ま
さ
か
、
う
ち
？　

最
近
、
何
か
問
題
が
あ
る
と
、
ま
ず
は
我
が

身
を
疑
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ん

で
も
人
の
せ
い
に
し
て
い
た
、
そ
れ
で
す
ん

で
た
若
い
こ
ろ
が
懐
か
し
い
。
が
ば
り
と
跳

ね
起
き
、
警
報
装
置
を
確
認
。
と
り
あ
え
ず
、

う
ち
じ
ゃ
な
い
み
た
い
。

　

わ
が
ア
パ
ー
ト
は
、
中
庭
を
挟
ん
で
ロ
の

字
型
に
建
っ
て
い
る
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て
、

状
況
を
見
て
い
る
と
、
わ
た
し
と
同
様
、
警

報
に
驚
い
た
人
々
が
、通
路
へ
、ベ
ラ
ン
ダ
へ
、

わ
さ
わ
さ
と
出
て
き
た
。

　

そ
の
う
ち
、
三
階
の
部
屋
か
ら
、
も
く
も

く
と
煙
が
。
火
事
だ
！　

火
事
！　

サ
イ
レ

ン
が
聞
こ
え
て
消
防
車
が
到
着
し
、
た
く
さ

ん
の
消
防
隊
員
が
や
っ
て
く
る
。煙
の
あ
が
っ

た
部
屋
の
な
か
か
ら
、
よ
う
や
く
女
性
が
現

れ
た
。
す
み
ま
せ
ー
ん
。
タ
バ
コ
の
不
始
末

で
…
…
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ー
ん
。

　

ロ
の
字
の
片
隅
で
普
通
に
声
を
出
す
と
、

拡
声
器
で
も
あ
る
よ
う
に
声
が
よ
く
ま
わ

る
。
そ
れ
は
普
段
か
ら
知
っ
て
は
い
た
。
夫

婦
喧
嘩
、
親
子
喧
嘩
、
子
供
や
赤
ん
坊
の
泣

き
声
な
ど
が
、
こ
こ
で
は
と
て
も
よ
く
聞
こ

え
る
。
と
い
う
か
、
あ
ら
ゆ
る
声
が
ホ
ー
ル

の
よ
う
に
、よ
く
響
く
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
あ
る
と
き
気
が
付
い
て
、
は
っ
と
我

が
身
を
改
め
た
（
も
う
遅
い
）。
こ
こ
は
そ
う

い
う
ア
パ
ー
ト
な
の
で
あ
る
。

　

火
事
は
ぼ
や
で
す
み
、
火
の
手
は
あ
が
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
ア
パ
ー
ト
の
住
人
た

ち
は
不
安
に
か
ら
れ
、
戸
の
な
か
か
ら
次
々

と
出
て
き
た
。
パ
ジ
ャ
マ
の
人
も
い
れ
ば
着

替
え
て
い
る
人
も
い
る
。
知
っ
て
る
人
も
知

ら
な
い
人
も
。
う
ち
の
子
供
を
孫
の
よ
う
に

可
愛
が
っ
て
く
れ
る
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
廊
下
へ
出
て
き
た
。
ぼ
や
を

出
し
た
部
屋
の
若
い
女
性
を
、
わ
た
し
は
初

め
て
見
た
の
で
あ
る
。
そ
う
や
っ
て
、
普
段

は
ま
っ
た
く
閉
ざ
さ
れ
た
扉
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
顔
が
現
れ
て
、
明
け
方
の
通
路
は
人
で

ど
よ
め
い
た
。

　

大
音
響
が
あ
が
っ
た
に
し
て
は
、
あ
っ
け

な
い
ほ
ど
、
簡
単
に
コ
ト
は
収
ま
り
、
そ
れ

で
も
消
防
隊
員
は
事
後
処
理
の
た
め
に
、
し

ば
ら
く
そ
こ
に
い
た
も
の
だ
か
ら
、
一
度
出

て
き
た
人
た
ち
も
引
っ
込
む
タ
イ
ミ
ン
グ
を

失
っ
た
。
消
防
隊
員
が
珍
し
く
て
、
わ
た
し

も
ま
だ
外
に
い
た
。

　

あ
た
り
は
だ
ん
だ
ん
と
明
る
く
な
っ
て
き

た
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が
住
ん
で
い

た
の
ね
。
物
寂
し
い
明
け
方
の
時
間
。
一
人

き
り
の
夢
の
な
か
へ
、
ま
だ
戻
っ
て
い
く
勇

気
が
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
み
ん
な
ぐ
ず
ぐ

ず
と
野
次
馬
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
人
が

欠
け
、
二
人
が
欠
け
た
。

　

寝
て
起
き
て
、
カ
ー
テ
ン
の
影
か
ら
、
わ

た
し
は
中
庭
を
盗
み
見
る
。明
け
方
の
ア
パ
ー

ト
な
ど
、
も
う
、
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

人
は
お
ら
ず
、
声
も
立
た
ず
、
同
じ
扉
が
並

ん
で
る
だ
け
。ぼ
や
の
あ
っ
た
あ
の
部
屋
も
、

何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
静
ま
り
返
っ

て
い
る
。わ
か
っ
て
は
い
た
が
寂
し
か
っ
た
。

◉読み物◉

「情報」
第 3回



話題の本

◉お知らせ◉

表示価格は 5％税込です。書名・刊行時期等は変更する場合があり
ます。ご了承ください。最新情報および書籍の詳細は、白水社ホー
ムページをご覧ください。

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
活
躍
を
支
え
る
料
理
の
秘
密

サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
の
料
理
人

西 

芳
照
著

ジ
ー
コ
、
オ
シ
ム
、
岡
田
、
ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ
監

督
の
も
と
、
世
界
で
戦
う
選
手
た
ち
を
「
食
」

で
支
え
て
き
た
専
属
シ
ェ
フ
が
初
め
て
語
る
、

Ｗ
杯
の
秘
策
と
感
動
の
舞
台
裏
。
Ｗ
杯
の
勝
利

の
メ
ニ
ュ
ー
と
レ
シ
ピ
掲
載
！ 

●
１
６
８
０
円

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
専
属
シ
ェ
フ
の
戦
い

戦
史
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
決
定
版
！

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦

１
９
４
４
（
上
・
下
）

ア
ン
ト
ニ
ー
・
ビ
ー
ヴ
ァ
ー
著　
平
賀
秀
明
訳

国
家
元
首
や
将
軍
か
ら
、
一
兵
卒
や
市
民
ま

で
、
最
新
史
料
を
縦
横
に
駆
使
し
て
、「
大
西

洋
の
壁
」
を
突
破
し
、「
パ
リ
解
放
」
に
至
る

ま
で
、
連
合
軍
と
独
軍
の
攻
防
を
活
写
し
た

戦
史
決
定
版
！　

写
真
・
地
図
多
数
収
録
。

 

各
●
３
１
５
０
円

白水社◎表示価格は 5％税込です。

・スターリンの子供たち  離別と粛清を乗りこえて
 （オーウェン・マシューズ著、山崎博康訳、2940円）
・北の古文書［世界の迷路Ⅱ］
 （マルグリット・ユルスナール著、小倉孝誠訳、3570円）
・Eメールの韓国語（白宣基他著、1995円）
・バイオバンク  先端医療を支えるインフラの現状と課題［文庫クセジュ963］
 （フロランス・ベリヴィエ他著、桃木暁子訳、1103円）
・パラーディオのローマ　古代遺跡・教会案内
 （ヴォーン・ハート他編、桑木野幸司訳、5040円）
・執事とメイドの裏表  イギリス文化における使用人のイメージ（新井潤美著、2100円）
・ビルマの独裁者  タンシュエ
 （ベネディクト・ロジャーズ著、秋元由紀訳、根本敬解説、2940円）
・フクロウ  その歴史・文化・生態（デズモンド・モリス著、伊達淳訳、2730円）
・ニューエクスプレス  ラテン語《CD付》（岩崎務著、2730円）
・わたしはここよ（河野裕子著、1890円）

● N E W S & T O P I C S ●

【近刊予告】11月刊行予定の新刊（2011年10月1日現在）

装
幀
家
の
先
駆
者
が
照
射
す
る
文
学
と
人
間
の
深
淵

司 

修
著

古
井
由
吉『
杳
子
・
妻
隠
』、島
尾
敏
雄『
死
の
棘
』、

中
上
健
次
『
岬
』
な
ど
、
戦
後
を
代
表
す
る
文

学
作
品
の
創
作
の
過
程
で
、
作
家
に
寄
り
添
い
、

深
い
読
み
を
装
幀
に
表
現
し
て
き
た
芸
術
家
が

語
る
濃
密
な
背
景
。 

●
２
１
０
０
円

二
〇
〇
三
年
二
月
、
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
大
気

圏
再
突
入
後
に
空
中
分
解
し
、
乗

組
員
七
名
全
員
が
死
亡

す
る
事
故
が
起
き
た
。

こ
れ
で
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
計
画
は
中
断
。

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
の
無
人

化
を
避
け
る
た
め
、

ロ
シ
ア
主
導
で
ぎ
り
ぎ

り
の
人
員
交
代
劇
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
の

様
子
を
克
明
に
描
い
た
の
が
ク

リ
ス
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
『
絶
対
帰

還
。』（
光
文
社
）
だ
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に

残
さ
れ
た
三
名
の
ク
ル
ー
は
、
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
で
滑
空
し
て
地

球
に
戻
っ
て
く
る
代
わ
り
に
、
急

遽
、
狭
い
ソ
ユ
ー
ズ
で

落
下
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は

想
像
以
上
に
大
き
い
ら

し
く
、
乗
組
員
の
間
に

さ
ま
ざ
ま
な
悲
喜
劇
を

生
む―

。
今
年
八
月

の
ロ
シ
ア
無
人
宇
宙
貨

物
船
プ
ロ
グ
レ
ス
の
打

ち
上
げ
失
敗
の
影
響
で

Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
無
人
化
が
再
び
懸
念
さ

れ
て
い
る
と
い
う
が
、
今
度
は
果

た
し
て
ど
う
な
る
か
。 （
ク
ロ
ポ
）

　

海
外
文
学
を
紹
介
す
る
「
エ
ク
ス
・

リ
ブ
リ
ス
」
が
来
春
３
周
年
を
む
か

え
ま
す
。
文
芸
書
離
れ
、
と
り
わ
け

海
外
文
学
離
れ
の
い
わ
れ
る
昨
今
、

読
者
の
反
応
は
ど
う
か
？  

不
安
を
抱

え
て
の
刊
行
開
始
で
し
た
が
、
皆
様
の

応
援
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
れ
ま
で
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
良
質
の
海

外
文
学
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

毎
日
書
店
を
訪
問
し
て
、
多
く
の

本
を
見
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
他

の
出
版
社
か
ら
も
海
外
文
学
が
増
え

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
仲
間
が

多
く
な
る
の
は
心
強
い
こ
と
で
す
が
、

営

業

部

だ

よ

り

弊
社
の
本
を
目
立
つ
場
所
に
置
い
て
い

た
だ
け
る
か
ど
う
か
、
営
業
力
の
問

わ
れ
る
日
々
で
も
あ
り
ま
す
。

　

９
月
上
旬
よ
り
順
次
、
全
国
の
書

店
で
「
２
０
１
１
秋
の
エ
ク
ス
・
リ
ブ

リ
ス
」
フ
ェ
ア
を
開
催
中
で
す
。
さ
さ

や
か
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
用
意
い
た
し

ま
し
た
。
店
頭
で
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】
▼
住
所
表
記
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
ら
、
お
名
前
、
新
住
所
・
旧

住
所
、
お
届
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
本

紙
の
お
客
さ
ま
コ
ー
ド
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

福
島
県
楢
葉
町
の
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

で
勤
務
中
に
被
災
し
た
『
サ
ム
ラ
イ

ブ
ル
ー
の
料
理
人
』
の
著
者
、
西
芳

照
氏
へ
の
励
ま
し
の
声
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
復
活
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
西
氏
の
近
況
を
報
告
し
た

い
。
東
京
に
避
難
し
て
き
て
い
た
西
氏

の
故
郷
へ
の
思
い
は
強
く
、
八
月
に
福

島
に
戻
り
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
」
再
開
の
準

備
を
始
め
た
。
物
が
散
乱
し
た
店
内

の
片
付
け
な
ど
を
終
え
、
九
月
に
オ
ー

プ
ン
。
福
島
第
一
原
発
の
作
業
に
あ
た

る
方
々
に
食
事
を
提
供
し
て
い
る
。
同

時
に
広
野
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
十
月
の

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
を
進
行
中
。

　

一
方
で
〝
サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
の
料
理

人
〞
の
仕
事
も
現
役
だ
。
九
月
六
日

に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
行
な
わ
れ
た
Ｗ

杯
予
選
に
も
帯
同
。
食
事
面
で
し
っ

か
り
選
手
た
ち
を
支
え
て
帰
国
。
福

島
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た
。
次
の
帯
同
は

十
一
月
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
戦
。
そ
の
後

は
北
朝
鮮
戦
が
控
え
て
い
る
。
西
氏

の
戦
い
は
続
く
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
向
か
う
日
の

電
話
で
西
氏
が
い
つ
も
の
よ
う
に
気

合
の
入
っ
た
声
で
言
っ
た
。「
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
そ
の
声
が

い
つ
ま
で
も
耳
に
残
っ
て
い
る
。 

（
蹴
）

本の十字路

本
の
魔
法

は
じ
め
て
の
本
格
的
評
伝
！

小
野
民
樹
著

日
本
映
画
界
を
代
表
す
る
、
最
高
齢
の
映
画
監

督
！　

そ
の
孤
高
の
歩
み
を
昭
和
史
と
と
も
に

た
ど
る
。
シ
ナ
リ
オ
も
巧
み
に
引
用
し
な
が
ら

史
実
を
積
み
重
ね
た
、
決
定
版
の
評
伝
。
全
作

品
年
譜
・
人
名
索
引
付
。 

●
２
９
４
０
円

新
藤
兼
人
伝  

未
完
の
日
本
映
画
史

短
歌
と
科
学
の
半
生
記

永
田
和
宏
著

細
胞
生
物
学
の
権
威
で
あ
る
と
同
時
に
歌
壇
の

第
一
人
者
が
、
亡
妻
河
野
裕
子
と
と
も
に
築
い

た
創
造
の
日
々
を
、
見
事
な
筆
致
で
つ
づ
る
待

望
の
エ
ッ
セ
イ
集
。 

●
１
９
９
５
円

も
う
す
ぐ
夏
至
だ

★「《エクス・リブリス》フェア」「《文庫クセジュ》フェア」のお知らせ
今秋、全国書店で「《エクス・リブリス》フェア」および「《文庫クセジュ》ワンテーマ・フェア」を順次開催中です。
ラインナップ・開催店舗など詳細は白水社ホームページにてお知らせします。ぜひお立ち寄りください。

おかげさまで「世界の文学」の新シリーズ《エクス・
リブリス》は来年３周年を迎えます。慌ただしい夏
が過ぎ去った後、静けさと涼しさを感じながらじっ
くり読んでもらいたいラインナップをそろえました。

ラインナップより（価格税込）

ヴァレンタインズ
オラフ・オラフソン作　岩本正恵訳
夫婦や恋人たちの愛と絆にひびが入る瞬間
をとらえた12篇。現代アイスランド文学
の旗手による珠玉の短篇集。 ◎ 2520円

そんな日の雨傘に
ヴィルヘルム・ゲナツィーノ作　鈴木仁子訳
46 歳、無職、つい最近彼女に捨てられた。
どこにも居場所がない……。滑稽で哀切
に満ちた人生を描く。 ◎ 2100円

青い野を歩く
クレア・キーガン作　岩本正恵訳
名もなき人びとの恋愛、不倫、小さな決
断を描いた、アイルランドの新世代によ
る傑作短篇集。 ◎ 2310円

ヨーロッパの歴史も、思想も、芸術も、
オカルト抜きには理解できません。ト
ンデモ本ではなく、きちんとした知識
を《文庫クセジュ》で養いましょう。

ラインナップより（価格税込）
●秘密結社  改訂新版（セルジュ・ユタン著、小関藤一郎訳、1103円）
●神秘主義  改訳（アンリ・セルーヤ著、深谷哲訳、1103円）
●ギリシアの神託（ロベール・フラスリエール著、戸張智雄訳、999円）
●錬金術（セルジュ・ユタン著、有田忠郎訳、1103円）
●占星術（ポール・クーデール著、有田忠郎他訳、999円）
●異端審問（ギー・テスタス他著、安斎和雄訳、1103円）
●伝説の国（ルネ・テヴナン著、笹本孝訳、999円）
●秘儀伝授  エゾテリスムの世界（リュック・ブノワ著、有田忠郎訳、999円）
●ヨーガ（ポール・マッソン=ウルセル著、渡辺重朗訳、1103円）
●異端カタリ派（フェルナン・ニール著、渡邊昌美訳、1103円）
●薔薇十字団（ロラン・エディゴフェル著、田中義廣訳、999円）
●死後の世界（フランソワ・グレゴワール著、渡辺照宏訳、1103円）
●フリーメーソン（ポール・ノードン著、安斎和雄訳、1103円）
●透視術  予言と占いの歴史（ジョゼフ・デスアール他著、阿部静子他訳、999円）
●悪魔の文化史（ジョルジュ・ミノワ著、平野隆文訳、1103円）

★紙名リニューアルのお知らせ

本紙「出版ダイジェスト ◎白水社の本棚◎」は、
次号 2012 年冬号（2012 年 1月 15日ごろ発行）
より、「パブリッシャーズ・レビュー ◎白水社の
本棚◎」に紙名をリニューアルいたします。出
版社からの情報発信の場としての役割をより意

識した紙名にいたしました。従来の新刊案内・
大好評の読み物連載はそのままに、ますます充
実した内容をお届けしてまいります
ので、これからもご愛読お願い申し
上げます。

本紙は次号から「パブリッシャーズ・レビュー ◎白水社の本棚◎」として生まれ変わります！

◎《文庫クセジュ》ワンテーマ・フェア◎

教養としてのオカルト̶ 2011 秋 ̶

フェア


